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過疎地域の母子保健の調査研究（第2報）
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研究第7部．高』橋 種昭』1

江　．調査目的・

現鰍が国に於ては産購造の変化とく1こ第・次産・過疎繊の母子の心身嘩蹴守り・こ舜向上紺る

業の衰退，第二次，第三次産業の隆盛に伴って， 人口の ために必要松行政的施策にプラスになう賭条件を求ゆる 1
都市集中が激しく，そのことは，一方に深刻な過疎現象　　目的で研究調査を行って来たが』本年は下記の5つの県1

に悩む駆が増加してレ・る識々1ま昨鰹引きづづき，に葡る過疎地域の母初獄調査を栃た・、r r、

皿調査方法

1〉対象地域；福岡，鹿児島，鳥取，新潟，山口の5

県につき，各県内の過疎現象の著し那地区を数カ所ずつ

選出した。また対照の市街地には同県内の中心的都市を

選んだ。

2）　調査方法＝3才児検診又は1～2才児の検診の場

において，アンケート用紙（添付略）によって同伴者

（主に母親）からアンケートを取った。

3〉　調査人員＝1つの県で過疎地域の小児が250名，

対照地区の小児が250名，計500名で5県の合計2500名で

ある。その内容は別表（勾の通りである。　・

表A　一アンケート回収状況1

県名・ 地曜矧記入不蜘糊剰アンケー騨

’鳥　取』．過　疎 2121　　162 「・　 50　日野郡・東伯郡1込頭郡・縞郡　

L 市街 10g…　　．50　　　50　米子市，鳥取市

新潟
過 疎 説 ・5211・・ 1上川枯柳1町（商千）・赤瀧大附栃肺

布街 26・　16・11・・ 長岡市白飾襯市

庫児島
過 疎 　139　　　100　郡・阿久根市・鹿児島郡，加世田市，揖宿郡，薩摩郡・大島

　　　　　郡，川辺甑．出水郡
市街 197　97－1Q・1鹿舳市

褥岡
・過 疎

256 12・6 5・宗鱗糸鱗嘉齢八姉潮鱗 轡雛．直輝

市街
．154　　 104　1 50　山田市， 三潴郡，八女郡，筑後市，久留米市，r 由市

山　口
過疎　

．2・8　』2・8 1
Q佐灘阻鰯．

市街、』 297　　　297 　　　0 光市・堕府市・山口市・

計
過疎 1，167　　867　　300　　　　　　　　　　　　　　　　 ’㌧ 乙

市街 　　　　　　［1，009 　709　　300

総 計 、名・761L576 60q、　「
一153一



日本総合愛育研究所紀要 第10集

第1衷対　　象　児
ト、、一

＿
～県名

　癒実数項目　　と％　性別 烏　　取　　県 新　　潟　　県 鹿　　児

過疎1市街 過　　疎　　　　市　　街 過　　疎

8　♀1ε1♀ 81♀18　♀ ＄　　　♀

4才代
N 1

い『4 2

〃
1％ 『 4．8 13．8 1 1 副

3才代
lN 251

25　1g　l 21 41 46148 152 48 47

〃 ％ 100．0 エ・軌・I　gα41
72．4 87．3 8哉8い・⑳ 100．0

94・・1
95．7

2才代
IN ・1 4 51 5 1 ・1 2

〃
1％

2株満IN一1
4，8　　13．8

1・・6i

1 1 2 1
〃　　　　％ 1 2，1　　3．8 1
計　　　　N 25　25　2・129 47153　48152 51　　　49

1％ ・・…　『1・…　　1・…　　1・…
100．0　　　100．0　　　100，0　　　100，0 1・…11・…

皿　調査成績

L　アンケート回収状況

　アンケート回収状況（表A）は良好であったが・山口

県の調査が遅れたために集計に間に合わず，今回の集計

は山口以外の4県について行った。アンケート記入が不

完全なものが表Aの如くみられたので，完全な記入例の

600例にっいて分析した。

　県別♪過疎，市街地別，性別は第1表の通りである。

2・　調査児の年齢

　3才児が85弘と大半を占めているが，2才児（7％〉

1才児才（6・8ga）4才児（L3％）が少数みられた。

（第1表）

3。　家庭のプロフィール

1）家族構成

　家族構成を，核家族1（両親とこども1人），核家族∬

（両親＋こども2人以上），複合家族1（両親＋祖父母

くうちどちらか＞十こども1人〉，複合家族n（複合1十

こども2人以上）複合家族皿（複合π＋その他の同居人）

に分けて分析した。（第2表）

（1）市街地，過疎地ともに核家族が最も多いが，市街

地の65％に比べると過疎地は49％とやや少なかった。し

かし，予想したよりも過疎地の核家族化が進んでいる点

に注目したい。

　（2）県別にみると大きい差がみられる。即ち，核家族

化の進み具合は鹿児島県が最も高く市街地で86％，過疎

地でも74％と高率であった。逆に核徽イヒの最も低力、っ

たのは新潟県で，市街地で4696，過疎地では22％にすぎ

ない。鳥取県と福岡県はこの2つの県の中間にあった。

　2）両親の職業

　（1）父親の職業（第3－1表）

　①全体からみると会社員（34・4％）が最も多くついで

公務員（20・3％），農業（14・5％），自営業（商店etc）

9ゆ％の順であり・林業，漁業，鉱業は極めて少なかっ

た。なお・その他（自由業etc）が19・7％を占めていた。

　②　過疎地域においては公務員（27．4％），農業（22，7

％）会社員（20・0％）が大部分を占めていて，ついで商

店経営（7・3％）であった。市街地では会祉員が過半数

を占めていて，公務員や農業は少い点が対照的であっ

た。

（2）母親の職業（第3－2表）

①全体からみると，無職が最も多く，農業がこれに

次いでいる。
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の 性　と　年 令

島　　県 福　　岡 県 合 計

街市　　街 過 疎1 市　 街 過疎／ 市

δ　♀『 δ 1♀1 81♀1引♀1δ 1♀過酬市制計
i　i l　I ・l　l 2い1

2 い　2　618
I　l I　I 4・51　1 L5い1

、ユ甲5 1乞41砿7P・L345155i 8 い51 3い1
112211331 115 13gl25512545・9

1・α・1・・α・1 3歌31 57・7［ ・歌7139・31 8翫・187・・1 組・51 組・8［8瓢・1紘7 紘9

［　1 7 1 3［ 9151 131 1・1 10 l　g［23い914212駄・1 1・・5i 4砿gい乳gl 絃8［危5i 乳41 ε5乳6匝31乳・

I　i 9 い1 9　121 1・い・1 9 い2L2gl2141
l　i 3乳61 3砿8i 40．9　　42，8 危8巨51 砿61 乳31危7吃ql昏8

4515亀1 24 ［261 22 レ28 い47い53
11136 i164 13…13Gσ16・・

・・軌・1・… 11・呵 ・・α・1 1・砿・い・ぴ・［ 1・銑・11・α・1 1bo．0 ・bα・11・砿・11・qqI・㈱

第2表家族構成
　　　　地　　爽

　　数と
目・　　％ 過疎

県名 騨i繍県1鹿児島県
　　　　　市街1過疎市街i過疎 市 街

　福岡県

疎 市 街

　　’計

疎 市街
総計

核家族
1

N％ 36．0 612．0 55．0
11

1．0

66．0 8　．

．0

13

6．0

18

6．0

2？

．0

43ン

4．3

7．0

1．7

核家族
H

N％ 21

2．0

25

0．0

17

7．0

35

5．0

68

8．0

78　L

8』o

14　

28』0

14

8．0

120

0． 0

152r

016

272

5．3

合家族 N％ 24．0 24．0
12

2．0

7

14．0

11．0 　9

18．0

510．0 盟8．0
14

i7

38

．3

複合家族

H

N弘 16

2．0

10

0．0

50

0．0

28

8．0

．19

9．0

10

0．0

612．0 816．0
91

30．3

56

18グ

147

24．5

複合家族

皿

N％ 816．0 714．0 工6

6．0

19

9．0

612．0 44．0 　8

16，0

510．0 38

2．7

35

1．7

73

2．2

計

N、％ 　50

100，0

50

00．0

100

00．0

100

100．0

100

00．0

100

00．0

50

00．0

50

00．0

300

00．0

3001・

100．0

600

00．0
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第3－1衷　父親の職業

罵1 鳥取県 i新潟県 鹿児島果 i福岡県 A口

計
総　計

項目
N％

数と 1過疎1市街1過疎

24．0 11．0

市衡過疎1市街1過疎 市街　過　疎 1市街

無　　し
10．3 20．7 30．5

農　　業

N％ 612．0 39

9．0

16

6．0

13

3．0

11．0 10

0．0

24．0
68

2．7

19

．3

87

4．5

鉱　　業

N％

12．0 10．3 10．2

公務員

N％ 816．0 12

4．0

18

8．0

77．0 47

7．0

17

7．0

918．0 48．0 82

7．4

40

3．3

工22

0；3

会社員
N％ 18

6．0

21

2．0

、12

2．0

50

0．0

10

0．0

49

9．0

20

0．0

26

2．0

60

0．0

146

8．7

206

4．4

商店経営

N％ 2

4．0

48．0 4

4，0

13

3．0

14

4．0

12

2，0』

24．0 36．0 22

．3

32

10，7

54

．1

日雇い

N％
44．0 11．0 41．3 工0．3 50．8

その他

N％ 16

2．0

918．0 21

1．0

13

3．0

16

6．0

20

0．0

918．0 14

8．0

62

0．7

56

8．7

118

9．7

記なし

N％ 24．0 11．0 11．0 王0．3 31．．0 4・

．6

計

N、％ 50

00．0

50

00．0

100

00．0

100

00．Q

100

00，0』

100

00．0

50

00．0

50

00．0

300

00．0

300

00．0

600

00．0

　②　過疎地の母親は無職が44・3％と最も多いが，市街

地の64、7％に比べるとはるかに少い。その反面農業が

27・7％（市街地6％）と多くなっている。

　③　県別にみると・過疎地の中で新潟県には農業が52

％もあづて最も高いが，他の県では農業が少い。

　（3）1出稼ぎ．（第3－3衷）

傘体から遜ると過疎地で7，7％（市街地2．0％）にみら

れ， 殊に新潟県では20，0％身鹿児島県では3．0％みられ

1た。、しかし鳥取2福岡の両県には，出稼ぎがみられなか

「つ亀，

．言）．． 主な保育考．（第3τ4表）

　全体からみると・過疎地も市街地も母親が最も多いの

は当然のことであるが，祖母が主な保育者である例は過

疎地で9・5％（市街地6・3％）となっている。

　4）両親の学歴

　（1）父の学歴（第4－1表）

　全体からみると商校卒などの中簿教育を受けたものが

約半数を占めているが，過疎地では市街地よりもその％

がやや低く，初等教育のみ参ものが35％（市街地23．7％）

と多くなっている。大学や短大卒のものは両地域ともに

約14～17％で差はほとノレどみられなかった。

　（2）母の学歴（第4－2表）

全体からみると・中等教育をうけたものが最も多く，

ついで初等教育であり，高等教育をうけたものは7～8

％で訪1る．ことは，父Q学歴と．非常にょ．く．．似て 》｝．蚤g．．庫

た，過疎地のものに初等教育のみが約40％（市街地30％）

と比較的多いのも父のそれと同様であった。
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第3一睾表’ 親 の職』

烏取県 1新潟県 鹿児島県 福 岡県 計

総計
　　数と

目　　　％ 過疎 市街1遍疎市街過 弊市街過疎市街過疎
市蕎

　　　　N
．　し

　　偽

20

0』σ

24　』

8』0

13

3』0

54

4．0

64　　　73

64．：0．73．0

36　　　43

2．0　　86．O

133

4．3

194　

64．7

327

4．4

　　　　N
業　・

　　 ％

11

2．q

52

2．0

17

7∫O

　13
　　　』、　』
13．0

714．0 83

7．7

18

6．0

91．

6．8

　　　　N公務員　．

　　％

4

8．0

24．0 6r6．q 5　

5．0

11．0 4

ε．0

11

．7

11

，7

22

3．7

　　　 7・

4．0

8』

6．0

9

9・0．

818．0 1．　　　2　『

，0　　　2，0

1 　　 ！『F

，0』 2，0

18・

6．0

19 、一

』3

37

．2

　　　　N店窪営　　　％・

2

4．0

2－

．0

3’ 4』

4．0

7■1 　7－
，0　　7．Ol

1　　　1’

．0　　2．0

13プ 三41

．7

．27

　4．5

　　　　N
〔ト
　　．％

48．0 　3

　3．0

31．0 41．3 7．．・

r〆 ■1．2

　　　N
の他
　　 ％

6

12．0

612．0 8

8．0

’77，

01

9　　　6
9． 0　　6．o

48．0
27

．0

igr－

．3

46
、．

』7

　　　　N
なし

　　　　％

4　

8．0

66．0 55．0 5　　　12

．b　12，0

12．0
12

．0

21

』0

33　

5．5

　　　N
計　　　鈴

50

10α0』

50

00．0

100

00．0

100

00．0

100　　100

100，0　100，q

50 　50
00．0　100．0

300　■　　げ

00．0

300

100．0

600

00．0

第3－3衷出 稼　ぎ

1轟市街福 岡 県 合 計

総計

　　
N

無　し
　　％

37　　23
74．0　　　　46．0

76　　84

76，0　84．0

72　　　　　96　　　　　工5’r　　　27　　　　200　　　　230　　　　430

72，0　9鼠0　30。0　54，0”1．66，7　26，7r 7L7

あ・　り

N％ 20

0．0

55．0 3　　　r1

．0　　1，0

23

7．7

β2．0 29

4．8

。』なし「　り

N％ 13・

6』0

27
　　　　4
4，0’一 0

11

11．0

25　　　　3

5，0 3．0

35・

0．0

琴3

46．0

77　、

25．6

64

工。3

i41

2315一

　　rN計 1

　　％

5σ　［・　　50．　　　100』　　　100

1PO，0　100rO 100．0　100、0

100．　　　100　　　　　
50

100．0　100．0　100

50　300・
3001 600

1

100　　　　100．0　　　10D』0　　　1qO．0
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第3－4表子供の世話をする人

慧．響．．響．．響．．響．爺　
母

N

％

36　　29
72．0　　　　58，0

60　　　　　74　　　　　80　　　　　99

60．0　　　　74，0　　　　80．0　　　　99，0

38　　27
76．0　54。0

214　　　　　229　　　　　443

72．0　　　56，7　　　73．8

　　　N
祖　母
　　　弘

5　　4　　24　　16　　2　　1　　1
10．0　　　　8．0　　　24，0　　　16．Q　　　　2．0　　　　1，0　　　　2，0

32　　21　　53
9，5　　　　6．3　　　　8。8

　　　Nの他　　　％
11．0 33．0

記なし
918．0 17

4．0

15

5．0

監。1 18

18。0

　　　　　1
　　　　　0，3

11　　23　　53
22．0　　　　46．0　　　　18，2

3　　4
0．8　 0，7

47　　100
21．8　　　 16．7

　　N　　　　50　　　　　50　　　　100　　　　100　　　　100　　　　100　　　　　50　　　　　50　　　　300　　　　300　　　　600
計
　　％　10D・0　100・0 100．0 100．0　100．0 工00・0　100・0 100・0　100・0　100・0　100・0

第4－1表父 親　の　学 歴

　　　N高等教育
　　　％

4　　10
8．0　20．0

9　　15　　19　　22
9．0　　　15．0　　　19，0　　　22．0

10　　5
20．0　　　　10．0

42　　52
14．0　 ’17．3

94

15．7

　　　N中等教育

　　％

22　　　　　28　　　　　39　　　　　51　　　　　46　　　　　48　　　　　27　　　　　31　　　　134　　　　158　　　　292

44．0　　　　56．0　　　　39壁0　　　　51．0　　　　46，0　　　　48．0　　　　54．0　　　　62，0　　　　44．7　　　　52．7　　　　48，7

　　　N初等教育
　　　％

20　　9　　45　　31　　30　　26、　F10　　5．　105　　7工　176
40，0　　　　18．0　　　　45，0　　　　31．0　　　　30，0　　　　26．0　　　　20．0　　　　10，0　　　　35．0　　　　23．7　　　　29．3

　　　N
記なし
　　　％ 8．0　　　6．0　　　7．0　　　3，0　　　5．0　　　4．0　　　6．0　　 18．0　　　6・3　　　6．3　　　6、3

　　N　　　　50　　　　　50　　　　100　　　　100　　　　10D　　　　100　　　　　50　　　　　50　　　　300　　　　300　　　　600
計
　　％　100．0　100，0 100，0 100．0 100．0 100．0　100・0　100・0　100・0 100・0 100・0

第4－2表母親の学歴辱

　　　N高等教育
　　　％

5　　7
10．0　　　14，0

4　　4　　7　　9
4，0　　　　4，0　　　　7．0　　　　9．0

5　　4
10．0　 8，0

21　　24
7．0　8．0

45

7，5

　　N中等教育

　　％

24　　　　　27　　　　　26　　　　　49　　　　　57　　　　　60　　　　　30　　　　　28　　　　　137　　　　　工64　　　　　301

48，0　　　　54，0　　　　26．0　　　　49，0　　　　57．0　　　　60壁0　　　　60，0　　　　56．0　　　　45．6　　　　54．7　　　　50．2

　　　N初等教脊

　　　％

16　　　　　10　　　　　62　　　　　45　　　　 31　　　　　27　　　　　10　　　　　8　　　　119　　　　　90　　　　209

32．0　　 20，0　　62．0　　45．0　　31，0　　 27．0　　 20，0　　 16．0　　 39・7　　 30，0　　34，8

　し 劃盈。障。臣。園i。岡la。鷺7障31優5

計隣 認。瞬。111鵬。劃11a叔。隠。臨翫1＆。
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松島他：過疎地域の母子保健の調査研究

第4－3表　子供について困る問題

項　目

県名
鳥取県 新潟県 鹿児島県 福岡県 計

総計突　坤域数と

過疎
19

8．0

市街過刻市街 過剣市街 過疎 市街 過疎　市街
　％

Nし　％ 32

4．0

74

4．0

65

5．0

7工

1．0

73

3．0

30

0．0

33

6．0

207　　工90

9．0　　63．3

397

6．2

あ
　N

　％

14

8．O

30

0．0

26

6．α

34』

4．0

29』

9． 0

27

7．0

19

8．0

　13

26．01

88　　104

9．3　　34．7

192

2．0

　　　　N
なし
　　　弘

48．0 12．0
00 王1．0

00 00
12．0 48，0． 5　　　6

。7　　2．0

11

．8

　　　N

　　　％

50

00．0

50

00．0

100

00．0

100

00．0

100

00．O

100

00．0

50

0Q．o

50

00．0

300　　300

00，0　100．0

600

100．0

　　　N
養　　　偽

214．3 25．7 4工4．3 25．6
00

13．7 421．1
00

10　　　5

11．1　　4．5

15

．4

困る問

　　　N身体

育　％

17．1 411．5 621．4 411．1 26．9 311．1 421．1 321．4 13　　　14

4．4　　12。5

27

3．4

題が 生活　N

慣　％

428．6 13

7．ユ

621．4
11

0．6

13

4．8

11

0．8

631．5 321．4 29　　　38

争2．2　33・9

67

3．1

あ　る

　　　N
理面
　　％

428．6
13

7．1

828．7 12

3．2

12

1．4

933．3 2工0．5 321．4 26　　　37

8軌9　　33，0

63

1．2

場合の

　　　N
の他　　　％

214．3 12．9 27．1 616．7 26．9 27．4 210．5 428．7 8　　　13

．9　　11，6

21

0．4

内容 　　　N
なし
　　％

17．1 25．7 27．1 12．8
00

13．7 15．3 17．1 4　　　　5

．5　　　4．5 4．5

　　N
　　弘

14

00．0

35

00．0

28

00．0

36

00．0

29

00．0

27

00．0

19

00．0

14

00．0

90　　112

00．0　100．0

r　202

　100， 0

4．　小児の保健

　1）　小児について困る問題（第4－3表）

　（1）全体の約％に問題があるが，過疎地で29，3％で，市

街地（34・7％）より少し少い傾向がみられた。・

　過疎地別の困る問題の頻度は，県によって差がみられ

なかったが，市街地では鳥取県に多く，福岡県で少い傾

向がみられた。

　（2）困る問題の内容

　①全体からみると生活習慣の問題（33，1％）と心理

的壕問題（3L名％）が同程度の頻度で商く，あとは身体

発育（13．4％），その他（工0，4％），栄養（7・4％）の順で

あった。

　②困る問題の内容は過疎地，市街地とも大同小異で

あるが，しいていえば，過疎地でほ栄養11・1％（市街培

4．5％）と比較的多く，心理的な問題がやや少い傾嘩が

みられた。

　2）　小児あ窺在の健康状態（第4－4表）

　（1）全体からみると「普通」と答えたものが50，4％ど

最も多く，ついで「よい」が32・5％であって・この2’っ

が大半を占めていたo

　問題は「少し悪い」が6・8％，「非常に悪い」が0‘3％

と，合わせて約7％のものが不健康を訴えている事であ

る。

　（2）この不健康な小児は各県とも6～8％の発生率が

差がみられなかった。
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．騨一嬢・現在の健康状態

　　福・岡県『
市 街過刺市街過疎

計

市街
総計

糊努
l　l　　　　　　　1　．　　　　　　　1．0

日　　　　1　　　　1　　　　2，0　　0．3

と31＆3

少劇舅 査・1a・1＆・r且・1ξ・ 11　　　　3　　　　2　　　 12

1、0　　6．0　　4．0　　4，0

圏　　　　41　　　　6。8

普・通
葦凱・降・rla・1ま・r褒＆。 47　　　　　　23　　　　　　20　　　　　16047，0　　　　46，0　　　　40．0　　　　53．4 142

7．4

302

0．4

よ嘔 鴛・§＆・1土・騰・彗＆。 毅・圖董a・障3 101

3．7

195

2．5

菱常に礪 1皇・エ＆・1鼠・1＆bl星。 ＆・圖1皇・1と3 25

．3

56

．3

　　　N記なし　　　％

1左・ム・1＆7 20．7 40．7

計『発 認・「副蘭劃18＆・「函陶。1認，陶， 300

00．0

600

00．0

　県　　名

数と 趣
鳥　　取　　県 新　　潟　　県 鹿　　児

過 疎 1市街 過瞭1市 街 過疎1市街
　　％　別項　　目 6 1♀　＄1♀ 司♀1δ ♀ δ ♀

　　．N－150σ痙以下　　％ 卜1』
　　　N1慶501～2ザ0009　

　　　％
㌃目 　　　　　 　　　　　　　　

　　1．9　　2，1

1工．9 1』d「

　　　N2・001～2，年009　　　％ 14．0 1　　　　1

，0　　4．8　

1　　　　5　　　　1 35；8 2　』

．1

　　
％

416，0．

編・劃 12　　　20　　　10

5，5　　37．7　　20．8

20

8．4

1工

1．6

19

8．8

　　　N3，001～3，5009　　　％ 10

0．0
ふr毒1蓋、1 雛剥藷。 17

2．7

24

46．9

19

8．8

3，501～4，000g　N

　　％

832．0 進・国ふ 8　　　　3　　　　9

7，0　　5，7　　18．8

11

1．2

11

1．6

816．3

卿・
28．0

漏　臣 濫　匝 35．9

　　　N　な　し　　　％
13．4

12．0 12．0

　　N　　

　　弘

25

00．0

25　 21　　29　　47　　53　　48．
00・0100，010α0100，0100．0100．0

52

00．0

51

00．0

49

00．0

平剛 魎 3，417

亀一 伽
亀1。5歌948亀21。

　巨蹴 3，131

8
38．1

・r

38．1

4

19，0

16

55．3

8

27』6

3

10，3

1
3．4

12

25，5

23

49．0

1愛。

1　　1
1．9’ ，1

20

37．7

23

43，4

3
5，7

10

20．8

25

52，0

9

18．8

2

4．2

　　　　＆、「亙
　 21　　29　　47　　53　　48．
1000100，0100．0100，0100．0100．0

3・1213・1553，0443，1052，9483，250

第5－1衰　出　　生　　時

1　　1
エ，91’ 』d

20

38．4

17

32．7

11

21．2

1工

21．6

24

・46．9

11

21．6

3

5，9．

19

38．8

19

38．8

8

16．3

　　1　　2，0
52　

51

100．0 100．0

3，068　　　3，302

1
2，0

49

100．0

3，131
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松島他＝過疎地域の母子保健の調査研究

（3）不健康な小児は過疎地では4，3％（市街地9．9％）

で市街地の施以下となり，むしろ少ないようである。

3）　慢性的疾患保有率て第4－5表）

（工）全体からみると慢性疾患保有率は4，8％であらた。、

（2）県別では鳥取県では非常に少く（1％），他の県

では4，5～6，5偽の間で大差はなかった。

（3）過疎地では慢性疾患保有率は11％にすぎな》・が市

街地では8．3％と有意差をも って商崩ら零。

5。 小児の発育

1）　出生時体重（第5－1表）

（1）出生時体重の平均（第5－1r　a表）は過疎，市街

第4－5表　慢性的な病気

慧過叢取陰茜響街過響缶、過悪岡隷疎1市街一

あP

N

％

1　　1　　8　 1　12　　1　1”5 　3 　26　29
2．0　1，0　 8．0　1．0　12．0・　2．0死10iO　1．0　8．7　4181 1 1 1 1 1 1 1 1 1

記なじ

N％ 50

00．0

49

8．0

99

9．0

92

2．0

99

9．0

88

88．Q

49

8．0

45

α0

297・

9．0

274

1．3

571

5．2

　　N　50　　50　100　100　100　エ00　50　　50’300－　300　600
計
　　％100．0100，0100．0100，0100，0100・0100・0100・0100・0 100・010α0

体　重

島　　県 福　』　岡　　県 合　　　　　計　　 総　　計

市　 ．街　　 過　　疎 市　　街 過　疏』 市 　街
過　疎

0．3

市街

♂ ♀ 司♀ ＄ ♀ 8 ♀ 6 ♀10．6

計3

1
4．2

14．5 1　．

．6

10．7 10．7　

0．7 0，．5

1
2．2

27．1 10．7 10』7 　2
．4

，．

；・1．8

『2　－r

0．7

5
1r7

r．7

，、2

12．2 4
7．3

2　　　　1

8』3　　3，8

4
2．7

95．9 3
2．2

7
・．4－3

・12

．3

レ10

3．3

鉾3．8

12

6．7

11

0．0

8　　　15
3．3　　57．7

522．7 828．6 35

3．8

64

1．7

35

5．7

55

33・5

99

33．0

、90

0．0

189

工．5

18

40．0

＄q54．5 8　　　10
3．3　　38．5

12

4．6

　■13♀β 65

4．2

61

9．9

63
614

r曼β40．3 1％42．1 工29

3．0

255

42．5

1q

22．2

91614

4　　
16．7

418．2 621．4
31

1．1

15

．8

27

9．9

．、

29i㌘．7 46．

15．3

56

　102一卿．1乳0

36．7 、1

．8

1　　
4．2

96．1 1
0．7

15

．7

∴12r
11．2

1．工q一』

3．3

』7

2．3

攻
8

工0．7 21．3 10』6
．【

　　11．一〇…『『『0『3’』 ”α7

冠4

．45　 55　　24　　26
100，0　100．0　100，0　100，0

22

00．0

28

00．0

147

00．0

153

00．0

136

00．0

164

00．0

300

00．0

300　・：600
00． 0－100．0

3，233　　　3，181　　　3，080　　　2，891 3，171 3，058 3，259 3，025 3，217 3，100
6鎚39 r♀

・064　 ρ
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第5－1a表・県地域別出生時体重の平均（9〉

県　名 地．域 男 女

過　疎 3，417 3，121

鳥取 市街 3，155 3，044

県平均 3，297 3，080

過　疎 3，105 2，948

新潟 市街 3，250 3，068

県平均 3，234 3，008

過　疎 3，302 3，131

鹿児島 市街 3，233 3，181

県平均 3，270 3，158

過　疎 3，080 2，891

福　岡 市　街 3，171 3，058

県平均 3，124 2，978

過　疎 3，259 3，025

総計
市街 3，217 3，100

総平均 3，239 3，064

地ともに差がみられず，全国平均に近いものであった。

（2）低体重児の出生頻度は，①，全体からみると600

例中33例（5．5拓）であって，全国平均と比べても同じ

か，やや少ない程度である。

（3）過疎地で低体重児の発生は5，3％で市街地の5．7％

とほぽ同値であった。

〔41県別の差はほとんどなかった。

2）　身長の評価（第5－2表）

昭和45年度厚生省発育値をもとに，身長の

優一（M＋σ以上）・大一（M号～晦σ）

中一（M号～M一号）・小一（M一号～M一σ）

劣一（M一σ以下）として，県別，地域別に分類評価し

たQ

（1）　全f本力》らみると，優（33，8％）と中（28．3％）が

ほぼ同じくらレ、で，　つレ・で大（22，3％），　劣（8．8％），

小（7％）の順であったo

（2〉過疎地では優（3LO％）と中（30・7％）で全く同

じで最も多かったが，市街地の優（36・7％），中（26％）

に比べると，優が少く中が多い。小は両地域間に差はな

かったが，劣は過疎地に多く市街地の2倍以上みられ

た。（過疎地12．3％，市街地5．3％）

第5－2表　身畏の評価

慧過響街過響街過疎鹿児協県　　　　福岡県 計

優
N　　　　22　　　　　19　　　　　29　　　　　36　　　　　27

％　　　　44．0　　　　38．0　　　　29，0　　　　36，0　　　　27，0

大
N　　　　11　　　　　12　　　　　22　　　　　26　　　　　19

％　　　　22．0　　　　24．0　　　　22． 0　　　　26。0　　　　19．0

中 N15　12　34　28　24
％　　　　30．0　　　　24．0　　　　34．0　　　　28，0　　　　24，0

小
N　 1　　3　　5　　6　　13
％　　　　 2．0　　　　6，0　　　　5．0　　　　6．5　　　13．0

劣
N　　　　1　　　　　　4　　　　　10　　　　　．4　　　　　17

％　　　　 2．0　　　　8．0　　　　10．0　　　4．0　　　　17，0

記なし

N

％

計

N　　　 50　　　　　50　　　　100　　　　100　　　　100

％、100．0　100，0　100．0　100．0　100．0

　　　　　　　　　　総計市街過馴市街過疎1市街
46　　　　　15　　　　　　9　　　　　93　　　　110　　　　203

46・0　30・0　18，0　3LO　36，7　33，8

29　4　85675131
29，0　　　8．0　　 16．0　　 18．7　　 25，0　　12．8

17　　　　　19　　　　　21　　　　　92　　　　　78　　　　170

17．0　　　38．0　　　42．0　　　30．7　　　26．0　　　28，3

4 3 7222042
4，0　　　6．0　　 14．0　　　7．3　　　6，7　　　7．0

4．0　　　18．0　　　　8．0　　　12．3　　　　5，3　　　　8．8

1

2．0

1　　2
0，3　0．3

100　　　　　50　　　　　50　　　　　300　　　　　300　　　　　600

100，0　100．0　100．0　100，0　100．0　100．0
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（3）．県別では，鹿児島，福岡県に小や劣が多く，とく

に両県の過疎地の小児にこの傾向が著とかった。

　3）　カウプ指数（第5－3表）

　（1）全体からみると

①大半が工5．1～18．0の正常値に集中しているのは当

然のことといえよう。、

　②やせ（13・1～15・0）に相当するは・600例中134例

（22．3％）と非常に多くみられている。例えば愛育病院

保健指導部ではやせが（824例中11例1・3％にすぎなかっ・

た。）

　13，0以下は栄養失調症と考えられているが5例（8・3％）

もみられた点は注目に値する。

　④鋤1以上の肥満傾向児は6例（1％）にみられた

が一般慎向からみると少ないようである。

　（2）過疎地の小児では，

　①やせ（13，1～15，0）は300例中60例（20％）みら

れたが市街地の24．7％に比べるとむしろ少癒い傾向にす

らある。

　② しかし栄養失調症（13．0以下）が4例（L3％）

みられている点は3才児の健康診査と保健指導の充実が

望まれる。　（市街地0・3％）

　③肥満傾向は4例（L3％）みられたが明らか1な肥

満は鹿児島県の1搬すぎなかった・！術地o・7％）

　（3）県別には大差がみられない。

　6．栄養の問題

1）現在の食欲（第6－1表）

小児の食欲に対する母綿の意織を

1，　，ひ酉己なくら）｛食べると思う。

2．　よく食べると思う。

3．　普通と，思う。

4，　あまり食べないと思う。

5・心配なくらい餅ない≧思う・

6．　むら食レ、力監強いと眉、づ。

の6段階に分けて調査した結果。

　（1）全体からみると「普通」　（44，8％）が最も多く次

いでrよ くたべる」（24、0鈴）rあま りたべ批’」（16・5

％）噸があり・騨瞬い・（心配なくらいびる6
％，心配なくらいたべない3・7％むら食い3・8％）

（2）過疎地では市街地と比べて差がないが・強レ）てレ’

第5一＄衷　カウプ指数

慧過響街過響街過響街一1論疎随
福岡県 計

総計

　　　　N
22，1以上
　　　　 ％

1

1．0

1

0，3

1

0，2

20．1～　　N　　　1

　22，0％　2，0

1

1．0

2　　　1　　　 3

4，0　　　2．O　　　LO

2　　　5

0．7　　0．8

18，1～

　200

N

％

4　　　　2

80　　4，0

2

2，0

6　　　4．　　　3　　　5

6，0　4．0　3，0　10，0

11　　　15

22．0　　5．0

22　 37∴

7，3　　6，2

オu・UI刈 6・u　l 畳pU　l ρ、 1 ［ 1 1 1 1 監

15．1～　　N

　　工8，0％

31

2．O

32

4．0

69

9．0

66

6．0

77

7．0

70

0．0

40

0．0

33

6．0

217

2．4　　　　　■

201

7巴0

418』

9．6

13，1～

　150

N　　13

　　260

16

320

28

28，．0

26

26，0

16　271　3 　5　60』
16，0　27．0　6．0　10，0　20・0

74・1　　　134　　

2417　2213
15・Ol艶i zり・UI φ乙・U 6。’） し 1 1 1 1 1 1

10，1～　N、

13・0％

12．0 1　

1．0

22．0 41．3
4』

0．7

　　　　N
0。0以下

　　　％

11．0
1
　　1

！0．3　窺2i・

　　　M　50　50　100　100
計
　　　％　　100．0　100．0　 100．0　100．0

100　100　50　　50
100．0　100．0　　100．0　100，0

300

100．0

3001
，

100．0

600

100．0
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　第6－1衰　現在の食欲

濾1過鵜．．市街雨．疎ll街．疎壽街総計鳥取県 新潟県 鹿児島県 福岡県 合 制

心配なぐN
らいよく

食べる　鉛
4　　3
8．0　6．0

坐」鵬㌫

4

4，0

3　10　 3　 61　3
3・0　10，0　3．0　12．0　6．0

鵬，擁，ll，ll，

24　
12

8，0　4．0

36

6．0

15

15，0
71　

73

23．7　24．3

144

24．0

　　N　20　
18

普　通
　　％　　　 40，0　　　36，0

心配なぐN
らい食べ

ない　％

50

50．0

49　45　50
49．0　45．0　50．0

　　　　　　　Nあまり食べない　　　　　　　％

48．0 　9

8．0

24

4．0

16

6．0

16

6．0

18

8．0

10

0．0

24．0 54

8．O

45

5ρ

99

6．5
・和ナノl　M 1

1　　6
．2，0　　　12，0

4

4．0

工5

300

22

440

6　 2　 1　 1　 1

6・0　2・0　1．0　2．0　2，0
9’

2　3　1
9・0　2，0　3，0　2，0

130　139　269
433

8　　14

2．7　4，7

22

3，7

　　N・　2　　4むら食い

　　拓　生0　8，0

2

20
7　

16

2・3　53

23

3．8

　　N　 工

記なし
　　％　2．0

1

1．0

1　　1
1．0　1．0

3

6。0

6　　1　　7
2，0　　　　0．3　　　　1，2

　．N　50　
50

計

　　％100．0100．0

100

100，0

100　100　100　　50

100，0100．0100．0100．0

50

100，0

300　300　600
100．0100，0100．0

第6－2表食事の内容
罵． 鳥取県 新潟県 鹿児爵県 福岡県 合 1汁

総　計　　　数と項目　　　％ 過馴市街過疎 市街 過　疎 『市街 過　疎 市街過列市街

　　　％

48．0 612．0 工1

1．0

15

5．0

10

0．0

11

1．0

48．0 918．0 29

．7

41

3．7

70

工．7
ごはんと　Nおかず半

ぐらい　％

2工

2．0

16

2．0

50

0．0

42

2．0

46

6．0

38

8．0

18

6．0

25

0．0

135

5．0

12工

0．3

256

2．7

おかずの　N

方が多い％

18

6．0

18

6．0

17

7．0

24

4．0

33

3．0

32

2．0

11

2．0

11

2．0

79

6．3

85　　一

28．3

164

7．3

纈き拷 714．0 918．0 20

0．0

18

8．0

10

0．0

16

6．0

714．0 24．0 44

4．7

45

5．0

89

4．8

　　　　Nの他　　　　％
11’0 11．0 33．0 12．0 31．0 31．0 61．0

　　　　Nなし　　　　％
12．0 11．0 11．0 918．0 36．0 10

．3

51．7 15

．5

　　　N

　　　％

50
　　　50
00．0 100．O

100

00．0

100

00．0

100

00．0

100

00．0

50

00．0

50

000
300

000
300

000
600

o　n10Q，0

一164＿
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米 覗

　鳥取県　 新潟県

過疎［楯 茜廉1楠

26　　　　　22　　　　　67　　　　　52

5210　4410 67．0・52．0

關他、過疎地域の母榊の論査研究

　　第6率主』食匡
　鹿児島県　　”福岡県　　　　’合　　計

過疎1市街過疎匝街醐市萄
57　　49　　20　　22・ ”170 1145黛

57・04 014ασ 翠、3i・7〆攣

綱
　5214

ン

N％ 　2

　4。0

0 0　 11．0 ’、4

．0　

77．0　 2　

4．0

0 82．6 82．7
16

．7

I　　　　　　　　I
1 ［ 1 1 1 1 1 1 1

　　　N
麺　類
　　　％

4　　　4

8．0　　8．0

2

2，0

斗7

17．0

10

10．d

23

23，0

5　4　 琴1　48　69
10．b　8．0　7．0　16，0　1i．5

　　N季
　　％

0　　0　　1

　　　　　1．0

0　　0 0． 0　　 0 1

　　　　　0．3
　　1’

　・0、2

　　　煎
その他
　　　％

0 　1

　　2，6』

0 2

2，0

2

2．0

2

2・0

0　　0　　2 　　5
　　　　　0・6　117

7

1、1，21

型・1＆・・器1　　　　　　 30　　28　　27
30？0　28・0　27・0

19

19．0

23　24 　98
46・O／娼・656・1

94

31・3

192

32．0．

計N
　　％

50－　50』
100，0　100，0

100　　100　　100rr
100．0　100．0　100．O

100 　50 　50”
100，0　100．0』　100．0

300

100，0

300’

100．O

600

理
第6－4表　よぐ使われる副食・

罵贋目　数と％
鳥取県 新潟県 鹿児島県 福岡県　合計　（磯

過　疎 市街 過　疎 市 街 過　疎 市街 過疎 市 街過　疎市　街過’疎市街

　　　N　　24豆製品　　　％　　1616
19　，

2．5

76

6．6

66　・

1．7

63

1．1一

60

913

36

6．3

44　　199　189
1．01　　23．0　　20．8　 66，3　　63。0

　　R　　43
　．9み　．29、6

42
　　85
7．7　 29．8

　69

80、

6．3

83

7．8

79．

25．4

42
　　37　　253
0．7　 26．1 ，29．1

238

6．1．．84．3 ．79．3

謂、1巻、「斎
24』1

66

21．7

66

2．1

58

8．6 ；

1旋「縣，器．諭 函
肉

N　　　28

　　真9，3

41

7．0

40

4．0

65

1．4

7玉

3．71

87

8．0

18　1　23　　157
3．r11 工6．2

　216
8，1 23．81 52，3 72．O

チ 一ズ
N　　　1

　0、7

63．9 93．1 15　

4．9

9　

3．01

92．9 0

糾、網湘
レ ノミ　ー

　 ％

N　　　2

　1．4

0 1　』

．3

20．7 10．3 72．3 7　　　0　　11　
95．1　1　　　　　　　　　1．3　　　1．O　”■3，7　’　3．0

記なし

　　　　　　　　　N　　　5
の他　　　％　　3』4

63．9
62，

1
10臼

．3

6　r

．0

11

』5

3 　6h20　r33
，2　　4．2・　2．2　3，6　0．7 11三：0

N　　　1

　　0．7

とむ⊥…

罰・

152

00．0

286　
100．0

304

00．0

299

00．0

311

100，0

・137　 142　 867　909　30D　300
00，0　100，0 100．0100．0
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えぱ，心配なくらいよくたべる子が比較的多く（過疎

8％，市街4％），また反対に心配なくらいたべない子は

2・7％ （市街4・7％）・むら食いする子2・3％（市街5．3％）

で比較的少なかった。

2）　食事の内容（第6－2表）

（耳）全体からみると「ごはんとおかず半々」のものが

最も多く（42，7％），　しかも過疎地，市街地に差がみら

れなかった。次いでrおかずの方が多い」　（27・3％），

「むらがあって何ともいえない」（M，8％），「ごはんが

大部分」（11，7％）の順である。

（2）過疎地と市街地の間にほとんど差はみられなかっ

た。

3）主食（第6－3表）

（1）主食は米飯が最も多い（52．5％）のは当然である

が，記なしも多かった。めん類が1L5％を占め，ノぐンは

2，7％であった。

第6－5衷魚を使う日（1週）

総計

使わない

N

％

1 1 1 1 2 3

1．0　　　　2．0　　　　2，0　　　　0，3　　　　0．7　　　　0．5

2日／週
N　　6 9　　32

％　　　　12，0　　　18．0　　　32，0

3＿4　N　28　26　39
日／週％　56，052，039．0

27

7．0

25

5．0

35

5．0

11

2．0

30

0．0

74

4．7

101

3．7

55

5．0

56

6．0

49

9．0

20

0．0

15

0．0

143

7．6

145

8．3

175

29．7

288

47．5

・んどN15　15　29　18　19　15　17　1　80　49129
毎日／週％3・．・3・．・29．・18．・・9，・15．。34，。2，。26．716．321，5

記なし
N　　　1

％　　2，0

1 3 2 3 5

2，0　　　　6．0　　　　0．7　　　　1．0　　　　0，8

計N50
50100100100100 50

503・・3・・6・・
　　弘　100，0　100，0　100．0　100．0　100，0　100，0　工00，0　100，0　100．0　100，0　100．0

第6－6表　肉を使う日（1週）

　　　N使わない

　　　％

1＿2　　N
日／週％

鳥取県

1
2，0

22

44，0

12

24．0

殆んど　N
毎日／週％

記なし

計

、呈。「石「π

新潟県 鹿児島衆　　　　福岡県　　　　合　　計
総　計

過疎1市街過疎1市街過疎市街過疎1市街
4　　　　1

，0　　1．0

1　　　　　　　　2　　　2　　　8　　　3

．0　　　　　4，0　　4，0　　2．7　　1．0

11

1．8

82

0．3

00

0．0

1　62　　　33　62．0　　33．0

　23　　　57
23，0　　57．0

10

0．0

363．0

1え。1乙。r瓢器59　　　　　　24　　　　　　23　　　　　129　　　　　17159．0　　　　48．0　　　　46．0　　　　43．0　　　　57．0

属　　　　　9　　　　　9．0 26

6．0

27　　　　3　　　10　　　39

7．0　　　　　6．0　　　　20．0　　　　．13．0

52

7．3

91

5．2

77．0 ［＆，a，覧 31．O
16

．7

9
9．0

26

26．0

27

27．0

塁」」玉□二1［
N

％

50　　50
100，0　　100，0

100

100．0

100　　100
100，0　　100．0

100

100．0

福岡県 合　計
総計

2　　　8　　　3　　11
4，0　　　2．7　　　1．0　　　1．8

11a。「函1器。lla。lla。
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，松島他：過疎地域の母子保健の調査研究

（2）新潟及び鹿児島県の過疎地では米飯が市街地に比

べて多く，めん類の鈴は低いが，鳥取，福岡県では差が

みられなかった。

4）副食
ふだんよく使う副食を3つ選ぱせた結果は（第6－4

表）の通りであるo
（1）最もよく利用されているも研ま・両地域共・通して

籾，
総計でみても，卵（985％）巌縞率であ吟・

次いで魚く65，596），大豆製品（64・7弘）・肉（62％）の

順に多い。チーズ，バターの利用は低い。

（2）過疎地では市街地に比べて，肉やチーズの利用が

少なく，その反面，大豆，卵，魚の利用が比較的多いと

いえよう。

（3）県別にはあま嵯がみられなか った・

　5）　1週間のうちで魚を使う頻度（第6－5表）

　（1）過疎地，市街地とも，週3～4日が約48％と取も

第6－7衷卵を使う日（1週）

　　　N
わない

　　　％

福岡県 合 計

総計隷．響．過響． 過響街玄疎陣 過副市街

　　　N1－2

／週％

612．0 510．0 77．0
18

8．0

12

2．0

11　　　　7

1．0　　14．0

11

2．0

32

0』7

菊15，．0 ．77

2．9

　　　N3－4

日／週％

18

6．0

11

2．0

29

9．0

24

4．0

13

3．0

27　　　13

7．0　　26．0

13

6．0

73

4．3

75、

5．・5

148

24．7

　　　Nλノど

日／週％

24

8．0

34

8．0

60

0．0

57

7．0

74

4．0

61　　27

1．．0　　54．0

26

2．0

185

1．7

178

9．3

363

0．5

　　　N
なし　

　　　％

24．0 44．0 11．0 11．0 1　　　　3

，0　　6．0

10

．3

20r7 12

．0

　　N
　　％

50

000

r50

00．0

100

00．0

100

00．0

100

00．0

100　　　50

00，0　100．0

50

00．0

300

00』O

300

00．0

600

00．0

第6－8表　とうふ，豆製品を使う日（1週）

瀬過響街
使わない

1－2
　日／週

3－4

N

％

N

％

N
日／週 ％

殆んど　N
毎日／週％

　　　　N』記なし
　　　　弘

　　N’計

　　％

1
2．0

21　　　19
42．0　　　　38．0

22
　　18

44、0　　　36．0

5　　　12
10．0　24，0

1　　　1
2．0　　2，0

50　　50
100，0．　10P、0

新潟県

過疎

43

43．0

27

27．0

24

24．0

6
6．0

100

100，0

市街

46

46．0

30

30．0

19

19．0

5
5．0

100

100．0

鹿児島県

過疎
3
3．0

16

16．0

48

48．0

29

29，0

4
4．0

100

100．0

市街

福岡県 合 計

過疎1市街過劇市街
4
L3

30　16　16　96　111
30．0　32。0　32．0　32，0　37・1

42
．　20

42．0　40，0

16　117　106－
32．0　39．0　35、3

23　 　　8
23．0　　　　16，0

13　　66　　67
26．0　　　　22．0　　　　22．3

5　　　6　　　5　　17　　16

5．0　12，0　10，0　5，7　5，3

100　　　50

100’0　　100．0

50　　　　　300　　　　　300

100．0　100。0　100，0

総計

4
0，6

207

34．5

223

37．2

133

22．2．

33

5．5

600

100．0
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多く，この点では差がなかったが，過疎地の方が毎日使

うものの数が多い。

”6）　1週問のうちで肉を使う頻度（第6－6表）

（1）全体からみると， 週3～4日が50，0％と最も多
く・次いで週1～2日（30・3％）」まとんど蜘（15．2％）

の順で・全く肉を使わないものは，1．8％にすぎなかっ

た。

・（2）過疎地では市街地に比べて、肉の使用頻度は低い

第1喚．

傾向にある。

　　　　　　　　　　　　ド（3）り捌には漉児剛纏除レ・て過疎地の方が肉の使

用頻度が低いのが一般的傾向である。

7）　1週間のうちで卵を使う頻度（第6－7表）

（1）全体からみるとほとんど毎日使うものが過半数を

占め・次レ’で週3～4日（約25％），1～2日（約10％）

で靭使わないものは1例畝レ・。

（2）過疎地，市街地の問，県の問には大きな差はみら

第6－9衷　脂肪の使い方

計

毎日使う ％
46，0　　　68．0　　　50．0

　59

59．0

　54

54．0

　68

68．0

　18

36．0

4α・1
145

48．4

181

60．4

326

54．3
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　　　　　　　　松鵬他＝過疎地域の母子保健の調査研究

れなかつた。

8）　1週間のうちで大豆製品を使う頻度（第6－8表）

（1）全体からみると，週1移日と3～4日とが最も

多く，次いでほとんど毎日使うもの（22％）の順であっ

た。また全く使わないものが1％みられた。　．

⑨　遍疎地と市街地とゐ間に差はみられなかったが，

全く使わない郵のが，鳥取，鹿児島の過疎地で使用頻度

の高い傾向があった他は差がなかった。

9）　1週間のうちで脂肪を使う頻度（第6－9表）

・ω　全体からみると・毎日使うものと・週に何回か使

うものがほとんどを占め，ほとんど使わないものは2・7

％であった。

（2）過疎地では市街地より脂肪の使用頻度がやや低い

傾向にある。

7．生活調査

1）友達（第7r1衷）
友達なしとする・ものは，市街地に多く特に福岡県の市

街地に賊つ1（32・0％）・次いで新潟の輝断29聯

である。しかし鳥敢と鹿児島，とくに鹿児島では「な

第7－1爽友達の有 無
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第7二3表戸　内
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の遊・．び時聞
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し』が過疎16，0％に対して市街8、0％とむしろ逆である

が，これは過疎現象が非常に進んだ状態で，地域から子

供が姿を消した結果と考えられる。

　子供のいる家と家の距離が遠くなったのでは，幼児が

お互いに交流し続けることは不可能であろう。

　2）　戸外での遊び時間（第7－2表）

　戸外での遊び時問は鹿児島県で・過疎・市街地とも3

時間以上が60％前後なのに対して新潟県では30％前後で

ある如く，積雲期問の長い地域と温暖な地城との差は非

常に大きい。

　また戸外の遊び時間は季節によっても差が出ることは

言うまでもないo

　過疎，市街地別にみると，ほぽ同じ傾向を呈するが，

戸外での遊びがない小児が過疎地の0マ％に対し，市街

は5し3％を示している点が注目される。また男女別にみ

ると，市街地では男女の遊び時間鉢3時問以上が男38，2

％女39，0％とほぽ同じであるが，過疎地においては男

47。6％，女30，1％と大きな差があるのが特徴であろう。

　3）　戸内の遊び時間（第7－3表）

　全体からみると3時問以上が55・2％で最も多く，1～

2時問が30，7％，1時問未満3，8％の順である（記なし

10。3％）。過疎地，市街地を比べると，3時間以上は過疎

地49・0％，市街地61，3ヲ6と市街地の方が遊ぴ時間が長い

傾向があるが，これはおそらく家族全体の生活リズムと

関係があり，市街地の家庭では幼児でも就寝時間が遅い

ので，戸内の遊ぴ時間が畏くなるものと思われる。県別

でみると，新潟県の市街地が3時問以上のもの70弘以上

で著しく多い他は，ほぽ近い数字を示している。また男

女の差は，鹿児島県の過疎地域で3時間以上のもの炉男

33・3％，女55．1％と大きな差があったが，一般的に過疎

地では男の子，市街地では女の子の方が戸内の遊ぴ時間

が長い傾向にある。

　4）　テレビを見る時間，（第7－4表）

　全体からみると2～3時問31．0％，1～2時間28，8％

で約60％が1～3時間位テレビを見ている。ほとんどテ

レビを見ないものは600例中U例（1，8％）に対して，3

時問以上見るものは70例（1L7％）であった。

　過疎地と市街地を比べると，市街地の方がかなリテレ

ビを見る時間が長く・3時間以上のものが過疎地では

7．7％に対し，市街地では15．7％と2倍に達していて，

過疎地の子どもの生活時間の健全性を示しているといえ

よう。

　県別では福岡県が他の3県に比べて著しく時間が短か

いが，男女差はあまりみられなかった。

第7－5表　着物の枚数（冬）

黛過響街過響街 鹿児島県 福岡県 合 計

過疎1市街過疎市街 過副市街
総・計
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　　　　　N
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　　　　　N
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％
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2．0　　4，0
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．0

16　　　　6　　　22
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3　枚
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　35

5．0
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　30　　　　　107　　　　170　　　　277

0．0　　　　35．7　　　　56，7　　　　46，

4　　枚

N％ 　18　　　12　　　58

6，0　　24．0 58．0

　59

9．0
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2，0　34．O
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5　枚
　22
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　1　　　　2

．0　　　4．0

　37

2．3

10　　　47

．3　　　7．8

6枚以上
N％
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Ll『
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．7 α1瞬
　100　　　　　5　　　　　　50　　　　　300　　　　　3　　　　　　600

10D・Ol100・0100・0100・0100・0100・0

一172＿



松島他：過疎地域の母子保健の調査研究

5）着物の枚数（第7－5表）1

全体からみると3枚（46．2％）と4枚（41，3％）で大

半を占めているが，地域別にみると・4枚以上と答えた

ものが市街地約40％に対し，過疎地約60％と，衣生活の

差が表われている。この事は住居事情や』養育者の衛生

思想の違いからくるものであろう。（過疎地では5枚以

上が13％にもなる）

　県別では新潟県で枚数が多いのは当然であろうが・鹿

児島県ゐ過疎地で厚堰の傾向がある事が目立っている。

　6）　日中φ驚物の種類（第7－6表）

　現在では，和服を子どもに着用させるケースはほとん

　　　　　　　　　　　　　　第7－6表

どなく，わずかに鹿児島の市街地と福岡県の過疎地に1

例ずつあるだけである。

　7）　入浴（第7－7表）

全体からみると侮日入浴すうものが56，7％で最も多

く，次いで週に数回（23，8％），週に2～3回（14・5％）

となっている。また過疎地の方が入浴回数は多く，県別

では福岡が多ぐ，鹿児島が少ない傾向である。

　8）　くしゃみや咳をしている時の処置（第7－8表ン

　（1）金体からみると，様子を見ていてジすぐには医師

にかから濠いものが約半数を占め，rかぜぐすり」を飲

ませるものがこれに次ぎ，ナぐ医師にかかるものは2LO

日中着る着物の種類：

鳥取県 新潟県 鹿児昆県 福岡県 合　計

過疎1市街過疎1市街1過疎市街遍疎 市街過疎1市街
総計

和　服、

N

％

工 1

1．0　　 2，0

1 11　　．2

0．3　0．3　0．3

　　　　N　　　　5
洋　服
　　　　％　　10α

49　99　100　100　99　49　50　298、　298　596
98．0　99．010住0100．0　99．0　9敏0100．0　ゴ99』4　99，4　99。4

その他
　　　　N

の他
　　　％

、

　　　　N
なし

　　　　％

　1　　　　1

，0　　1．0

　　　N

　　　．％

　50　　　　　　50　　　　　100　　　　　100　　　　　100

0α　　100．0　100．0　100．0　100，0

r100　　　5　　　　50

卜100．　100．0　100．0

N

％
1 1．

0．3’　　　0．3　　　0．3

m綱・伽
100．0

第7－7表入浴回数（1週間）

鳥取県　　　　新潟県　　　　鹿児島県1 福岡県 合　　計r
総計

過　疎 市街　過　疎　市街　過疎 市 衝 過疎1市街過疎市街

毎　　日

N％ 37

4．0

21　　　　　　63　　　　　　50　　　　　　49　　　　　　40

0．0　　　　63，0　　　　50．〇一　　49．0　　　　40、0

41　　　　　　39　　　　　190　　　　　150

2．0 　78．0　　63．3

　　
340

0，0ゾ56．7

週に数回
N

％

　6

2．0

11　　　　　　23　　　　 　24　　　　　　42　　　　 26

2．0　　　　23．0　　　　2蔓．0　　　　42．0　　　　26．0

血1「周 25鷺22露
143

3」8

週に2一
回

N
％

4
8．0

工0　　　11　　　22

0．0　　11．0　　22．0

7　　　27
7．0　　27♂0

2　　　　4

．0　　　8．0

24　　　63

．0　　21．0

87

14．5

その他　　　％

N 12．0

　6

2．0

33．0 33．0

2　　　　7

．0　　7．0

2　　　　1

，0　　2．0

8　　　17　

2，7　　5．7

25

．2

　　　Nなし　　　％

24．0 24．0

　1

1．0

2　　　 　すFα8

　　N
　』％

　50　　　　　　50　　　　　100　　　　　100　　　　　100　　　　　100

0α0　100．0　100．0　100，0　100．0　100，0

　50
00．0

　50　　3QO　　300
00．0　100．0　10α0

、600

00．0
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％であった。

（2）過疎地では，かぜぐすりをのませると答えたもの

が多く，すぐに医師にかかるのは市街地に多い。

9）その時の入浴は？（第7－9表）

（1） 全体的には入浴はさせないとしたものが過半数を

占め・入浴はさせると答えたものは，64，6％であった。

（2）過疎地と市街地との間，及び県別にも差はみられ

なかった。

10）　保育所に通っているか？（第7－10表）

通っているものが鳥取や新潟の揚合，市街地より多

く，とくに新潟では過半数近くの子どもが保育所に通っ

　　　　　　　　　　　　第7－8表

ている。このことは過疎地における保育施設の充実とも

とれるし，農業などで概親が働くケースが多いためとも

考えられる。

8・乳児期の栄養

1）　乳児期の栄養方法（4カ月）（第8－1表）

（1）全体からみると，人工（4L3％）と最も多く，母

乳（29・2％）と混合（29．5％）が同じ頻度であった。

（2）過疎地では市街地より母乳栄養と混合栄養がやや

多く，人工栄養が少し少ないようであるが，大差はない。

（3）この点では県による差が大きく，母乳は鹿児島県

くしゃみ，咳をしている時の処置

すぐ医者
にかかる

N 10 9 19 ’231 18 21 8 ユ8 55
71　　126

％　20・0　1＆0　19・0　23、0　18，0　21，0　16．0　36．0　18．3　23．7　21．0

かぜ薬を　N　　　　9　　　6　　39　　14　　　21　　13　　　1　　　2　　70

のませる％　1絃01ZO3伽　14．0　2エ．013．0　2．0　4．0233
35　　105

11．7　　　17．5

様子をみていて医

にかか
ない

N％ 　26

2．O

　30

60．0

　35

5．0

　50’

0．0

　57

7．0

　60

0．0

その他

N％ 　4

．0

　5

0．0

　5

．O　l

　12

2．0

　　　4

．0

　6

．0

記なし

N

錫

1

2．0

o 2 1

0　　2，0　　1。0

0

0

0

35 25

70．0　　　　50．0

3 5

6．0　　10．0

3

0　　6．0

計

N 50 50　　　　　100　　　　　100　　　　　100　　　　　100 50

％　　100・0　100．0　100，0　10α0　100．0　10α0　100．0

0

0

50

100．0

第7－9表　7－8のときの入浴

慧過響街過響街過響街過響街

153　　165

51壁1　　　　55．0

16 28

5．3　　9，3

6 1

318

53．0

44

7．3

7

2．0　　　　　0．3　　　　　1．2

300　　　　　300　　　　　600

100．0　　100．0　 100．0

　合　　計
　　　　　　総計過疎1市街

入浴はさ
せる

入浴はさ
せない

その他

入浴はさ
る

N％ 　9

8．0

　17

4．0

　27

7．0

　20

0．0

　31

1．0

　30

0．0

　14

8．0

　13

6．0

　81

7．0

　80

6．7

161

6．8

入浴はさ
ない

N％ 　32

4．0

　27

4．0

　66

6．0

　70

0．0

　62

2．0

　61

1．O

　33

6．0

　35

0．0

193

4．3

193

4．3

386

4．6

その他
N％ 　5

0．

　3

．0

　5

．0

　8

．0

　7

．0

　7

．0

　3

．0

00 20

．7 認L轟
記なレ

N％ 　4

o
　3

．0

　2

．0

　2

．2

00
　2

．0 剖　2

．0

　6

．0

　9

o
15

．5

1N 501
50 mol

10∩1 100 1n∩1
只n

R∩1 Qnnl qmI
久n∩

N

％

　9

18．0

　17

34．0

N　　　　32　　　27

％ 　　64．0　　54．0

N　　　　5　　　3
％　　10，　　6．0

　　　　　　50計
　　％　　100、O

　501・α・1

　剖　　　　2　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　15
　　　　4．0　　　　　　　2。0　　　　　　　　　　3．0　　　　　　　　　　　　　2，5

　50　　　　　50　　　　300　　　　300　　　　600

100．0　100．0　100．0　100．0　10α0
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松島他；過疎地域の母子保健の調査研究

　 第7－10衷　保育所（勢稚降ン

48．0

瀞諜街1過響街過響街1過響赫
78

6．0

計市街

22・

．3

総計

通ってい
N％ 18

6．0

42

2．0

44．0 15

5．0

11

1．0

36．0 36．0 100

6．7

自宅にい
N弘 32

4．0

43

6．0

57

7．・0

89

9．0

　　　　83
83‘0’

86

6．0

46

2．0

45

0．0

218

2．7

263

7．7

481

0．1

その他
N％

00 36．0 11．0 66．0 22．0 33．0 12．0 24し0 41．3 14

．7

18

．0

記なし
N％

11』0

10．3 10．2

100　　100
100．0　100．0．

100　　50　　50
100．0　100．0 100』0

300　　　　　300　　　　　600

工00．0　100。0　100．0

第8－1表　赤ちゃん時代の栄養方法（4カ月）

母 乳

N

％

工8

36，0

11

22．0

15

15．0

17

17．0

48

48．0

42

42．0

11

22．0

94

31．3

81

27．0

　　　餌　　
19

人　工　　　％　38・0

23

4弓・0

52　　53　　29
52，0　5β・0　29・0

＄311 14

28．0

ゼ25
114

50．0　　　138． 0
134

44．7

175

29．2

248

4L3

　　　N混　合
　　　％

13　
16

26，0　　　　32』0

33　　30
33．0　　　30．0

23

23．0

25

25．0

23　　14　　92
46』0　　 28．0　　 30．7

85　　177
2＄3． 玲5

　　N計
　　％

　50　　50r160
．10Q，0 100、0　100、0

100　　100　　100
100，0．100．0 100．0

　50　　50
100．0　100．0

300　　　　1’300　．　ゴ　600

100，0、100．0　100．0

第8－2衷　母乳を止めた時期（昼問）

半年以内

》離器瞬隷響蕎劃業竺・辮許
N 　　19　　 13　　25　　31　　25
　　45．2　3＆2　4L1　45・6　3咀

35　　　19　　　8　　　88
1．2　　　　46．4　　　　24．2　　　　40，7

87　　175
6．8　　39．0

1歳まで

歳まで

”N　　　”11　　　　　　12　　　　　　16　　　　　　17　　　　　　34

　　 26，2　33．3　2臥2　25・0　4LO

　　－　　　　　2 　　　　　8　　　　　　　8　　　　　　10　　　　　　10

　　4，8　22．2　13・1　14・7　120

39　　　8　　　10　　　69
5．9　　　　19，5　　　　30．3　　　　28．2

8　　　　1　　　　1　　　21
．4　　　　　2，4　　　　　3．0　　　　　8．0

78　　147
3．6・・32，7

27
　　48

2．3　　10，7

2歳以後
N　’　1 一　　　　1　　2　　　　　　　　　　　　　2　　2　　4
　2，4　　　L6　2，9　　　　　　　　　　　1・0　0・7　 0‘9

記なし
N　　9　　3　　11　　8　　14　　3　　13　　14　　47　　28　

75

　21．4　絃3　1＆0　1L8　16．9　35　31・7　4a5　22・0　1⑮5　1㌫7

計
N　　42　　36　　61　　68　　83　　85　　41　　33　227 　222　449
　・・砿・1・α・10・、・1・・．・・・・・…　α・1・住・1・軌・100・0100・0100・0
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第8－3表　母乳を止めた時期（夜間）

　鳥取県　　　　新潟県　　　　鹿児島県　　　　福岡県　　　　 合　　評

過疎1市街過疎1轄過琳街過疎1市街過疎r市街 総計
　　　　　N1歳まで　　　　　％

　25

9．5 幽謂認
I　　　I　　　l　　　l　外I　I　1』1廻　堺［甲　輝

27　　　　　　　　　56　26　10　玉33　13275・0　　　　　　　　6訊9　63，4　3α3　5薮5　59．4 265

9．1

　　　　　N2歳まで　　　　　拓

　5

1．9

　3

．3

　工4　　　13　　　12

3．0　　19．1　14，5 調，1、儲謂 　77

7．1

　　　　　N3歳まで　　　　　％

　1　　　　1

．4　　2．8

Lll Lll

αllα1α1
　　　　　N3歳以後　　　　　

％

　1

．5

　1　　　　1

．5　　　0．2

　し
　11　　　　5

6．2　　13．9

　工4

3．0

　14

0．6 叢㍑認薦「轟謂
　　　　N

　　　　％

　42　　　36　　　61

00．0　100．0　100．0
　68
00．0 謂論論講『 轟 調

第8－4表ミルクの名前

甲

議
鳥取県 新潟県 鹿児島県 福岡県 A口

計

　　数と目　　　％ 過疎1市街過疎1市街過疎1市街過疎1市街 過列市街総計
　　　　N明　　治弘 　1gl　　2gl

5乳4！7生4！ 調、講 　19　　　15
5．8　　24，g

　1gl
1・41

　101
臥6！ 　95

7．7
　86
0．9

181

2．0

　　　　N森　　永　　　　％
　3　　’

．4 網畷 　17　　　12
2．1　　20．0

1αII　I

　2
工1

1　　52　21．2

　30
1．1

　82
9．1

　　　　N　’光堂　　　　％
　1

．1

　gl
1軌81

　1
．7

51乳71

　1

．8・

13
．1

14

．3

　　　　N雪　　印　　　　％

all網 　8！
1．611

　18
6．2

121

1！

　451
1・41 　57

3．3

SMA　N　　　　％
1！1・71

　し

　』

　『II
　2

．5

大豆乳N
　　　％

　　　　N牛　　乳％

　　　　N山羊乳　　　　％ 1，ll　l　t　　　　I
αll　I

　1
．2

　　　　Nその他弘 　1　　　　1
．2　　　1．2

αll　I

　1

0．3

　2
．5

　　　　N紀なし　　　　％

副網
1glll1511　1

　14　　　161

砿42載71
　61
砿21

認　1 　461
歌81

44！2軌21

　90
1．1

　　　N淵・

　　％

　32　　3gl100．0　10砿ol　　　　　I 　86　　83110軌0　100．oI　　　　　l 　531　　6011⑳・い・α・1 エ。認　　1

　3gI
・ぴ・1

　208！

00．ol

　I

　22工

00．0
　429
00．0
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松島他：過疎地域g母子保趣の調糞研究’

　第8－5衷　おかゆ．を始め㊧時期　　・

　　数と
目　　　％ 過疎

鷲鳥取県　新潟県　鹿騰1
市街過刻市街過疎1市街

　福岡県

刺市街

　合　　計

副市街
　1　　　19

3．3　　6．3

総計

　29

4．8

　　　　N3カ月以

　　　％

　1

．0

　3　　　　　　　　6　　　2　　　5

．0　　　　　　　　　　　　　6．0　　　　　2．0　　　　　5，0

　7　　　写

4．0　　10．0

　　　　N
カ月
　　　弘

　9

8．0

　7　　3　　16』　　6　　19
4，0　　　　　3，0　　　　16．0　　　　　6．0　　　　19。0

　i5　　11

0．0　22．0

　33

　』1．0　　17．7

53　r　86

　14．3

　　　　N
カ月
　　　％

　10

0．0

、17　　　　　20　　　　　　　　　　　　26　　　　　27　　　　　1

4．0　20．0　24，0　2住0　2乳0　2＆0

　16

2．0

　70

3』3 28．0　

15

5．7

　　　　N
カ月
　　　％

　16

2．0

　14　　　　　　35　　　　　－28　　　　　　30

28。0　35．0　28、O．30．0　27・0

27
　7

4．0

　7

4．0

　88

9．3

　76　　164

5，3　　27．4

　　　　N7カ月以

　　　　錫

　13　　　　9

6．0　　18．0

　40　’　25

0．0　　25．0

　31

1．0

　22

2．0

　6

2．0

　6

2．0

　90

0．1

　6

0．7

152

5．3

　　　　 　1

．0

　2

．0

　1

．0

　5

．0

　1

．0

　5

0．0

　9

．0

　6

．0

15

．5

　　、N

　　　％

　50　　　50　　100

00．0　100．0 100．0・

　100　　
100

00，ρ　100・0

　100　　　　　 50　　　　　　50　　　　　300

00．0　100．0　100，0　100．0

300

00．0

　600

00．0

第8一破3度の蝕灘立した時期

憶　　　数と項目　　　％

鳥取県

過斜市街過疎
新潟県 鹿児島県

　1”工置0

　　　　　　　　　　　福岡県

街過疎棉、、街・過、 疎市街過劃市街H
　1ll

合 計

総計

　　　　N8・カ月％ 　1
．0

　1
．0

　1212・OI 　　41
生・1

　21
・・1

　7
．3

、6

．0

13

．2

　　　　N9カ月　％
　21

．01　2

　112へor 認　1 　31
・1 凋

　31
・i

　41
・31

調　1
　11
ユ．8

　　　　N10カ月％
覧316・Ol

　も　214．α　1

　セ11
　5

．0

」ま　1 　8L
・1 　7

4．0
　7
4・q

16
．3　1

2、

．3

38

．3

　　　　N11カ月　％ 　3
．0

　1
轟　1

　し11
51

す・Oi

40［
0・OI

1凋　6
　4

・OI

13
．3

19

．3

32

．3

瞬獅網
　1101

20・Ol

・8

．0

　151・

5．olI
r25

・25．0

16L

6．olI
12i24・Oi 141卜　1

調
　481
6．01r

10
7i8

角刺琵1 調
　18．36．0

　21
1．0 調調 認

　も　10　卜20．0　ξ 2，181　1
』71

3．7

　71
3．7

14

3．7

焉歳6力囲 　9
8．0

　12，18i　I 調
3調　1 2調 調．　E 乞1 　71 fl 琴すlll 160

6．7

角鍵力釧 　3
．0

　3
．0

　201
0．ol

｝

　20
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の過疎・市街地ともに多く（48％，42％），新潟県では

ともに著しく低い（15％，17錫）のが特徴であった，福

岡，鳥取ではその中問値であった。

　2）　断乳の時期（昼問）（第8－2表）

　（1）大部分ものは1才までに止めていて，（71．7％）

1才以後の断乳は11・6％であ？た。

　（2）過疎地，市街地ともに，同じ傾向であった。

3）夜間の断乳の時期（第8－3表）

（1）過疎地市街地を問わず，1歳までに止めたもの

が過半数を占めている。1歳代までの断乳が76．2％であ

り，2歳以後も5例みられた。

4）乳児期に与えたミルク名（第8－4表）

　（1〉全体を通じて明治が多く，次いで森永，雪印，和

光堂の順である。SMA，山羊乳はまれであった。牛乳

例は全くなかった。

（2）過疎地城と市街地の問には大きな差はみられなか

った。

5）　離乳開始の時期（第8－5表）

（1）　5－6カ月が最も多いが，7カ月以後の開始も多

いo

（2）過疎地の離乳開始は市街地より遅いものが多い倣

向があ窮とくに鳥取，新潟，鹿児島の各県に著しい。

第9－1衷　子供・の食事をつくる人

母

N％

1 1 馴 臨 1 1 i
　46

2．0

　43

6．0

　70

0．0

　77

7．0

　96

6．0

　99

9．0

　42

4．0
1 蔭 ， 1 1

祖　母

その他

N

％

N

％

4 6 27

8．0　　　12．0　　　27．0

0 1

2，0

o

3

3，0

100

100，0

認］」
1 1

1．0　　1．0

3 1

3．0　　1，0

1QO　　100

100．0　　100，0

£1L壷琴

鳳1．1「語

総計

266　　520

88，7　　　86．0

28 69

9．3　　11．5

0　　　　0　　　　1　　　　1

　　　　　　　　　　　　2．0　　　0．3

　　3

．0

　　4

．7

0 0 0　　　　4

　　　　　1．3

　　3

．o

　　7

．2

　
100

00．0

　　　50

00．0

　　　50　　　　　300　　　　　300　　　　　600

00．0　　　100．0　　　100，0　　　100，0

600

100，0

第9－2表　母親が子供の面倒をみる時間があるか

鳥取県 新潟県 鹿児島県 福岡県 1 A口

計

総計　　数と　目　　　％
過　疎 市街 過疎1市街過疎酢街過疎1市街過疎1市街

　　　　N　　レ、

　　　錫

　1

．0

0 　2　　　　1

．0　　　1．0

　1　　　1
．0　　　1，0

　1

．0

　1

．0

　5

．7

　3

．0

　8

．3

ほとんど　N

い　　　％
　6

2．0

　11

2．0

　30　　　17

0．0　　17．0

　10　　　10

0．0　　10，0

　6．
2．0

　2

．0

　52

7．3

　40

3．3

　92

5．3

　　　　N　　る　　　　％
　28

6．0

・24

8．0

　56　　　53

6．0　　53，0

　57　　　56

7．0　　56．0

　19

8，0　

　28

6．0

160

3．3

161

3．7

　321
53．6

　　　　N分ある．　　　　％
　15

0．0

　15

0．0 諮調 　32　　331

2．0　　33．0 凋 　19

8．0

　81

7．0

　95

1．7

176

9．3

　　　　、N記なし　　　　％ 0

『 ol　　　l

　1．0

o　　　ol 　2

．0

0

副 　1

0．3

　3

．5

　　　N

　　　％

　50
00．0
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00．0

　工ool　　100
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　100　　　100

00，0　100．0 調 　50
00．0

　300
00．0

　300
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00．0

一178＿
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6）　離乳完了の時期（第8－6表）

（1）12カ月～1歳半までの問が多く，過疎地，市街地

の間に明らかな差はみられなかった。

9．　こどもの生活

1）子供の食事をおもに作る人（第9－1表）

全体からみると母親渉庇倒的に多》・のは当然である

が，過疎地では祖母が作る場合が比較的多い一（13，7％）

（市街地9，3％）。

1）　母親が子供の面倒を見る時問（第9－2表）

rほとんどない」というものや，一r全然ない」とするも

のが新潟，鳥敵に多く、新潟の過疎の場合は約30％め母

第10－1表 排便，尿のしつけを始めた時期

鳥取県・ 新r潟県 鹿児島県 福岡 県 合　計

．黛 過街匿街 過　疎 市・街 過　疎 市　街 過副市街 過　疎 市ぺ口1
　　　N生後6～

カ月　　％

816．0 10

0．0 4．0

22．0 13

3．0

13

3．0

　9　　　12

8．0　　24．0

34

1．3

312．3 71

1．8

　　　N9～12カ

　　拓

　8

6．0

128．0 18

8．0

17

7．0

23

3．0

32

2．0

22　　　13

4．0　　26．0

71

3．7

76

5．3

147

』5

12カ月～　歯1才6カ

月、　　％

23

6．0

23

6，0
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0．0
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4gr
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43

3．0

　9　” 12

8．0　　 24．0

121

40β
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第10－2表　昼間おむつがとれた時期
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親がほとんどないと答えている。過疎地と市街地の差は

ほとんどみられなかった。「充分ある」と答えたもの

は，福岡県に多く，新潟県で少なかった。

3）排泄
（1）　しつけを始めた時期（第10－1表）

σ）全体から遜ると，12カ月～1歳6カ月が39，7％と最

も多く，次いで9～12カ月（24，5％），　1歳6カ月以上

（20、3％），6～8ヵ月（1L8％）となっている。

②過疎地の方がしつけを始める時期は遅い傾向にある

が，大した差ではない。

③県別では過疎，市街地ともに新潟県で遅く福岡県で

早い。1歳6カ月以上が新潟で（37％42％）福岡で

（2gち，　4％）という違レ、がある力二，これ’は，新潟にお

ける積雪期聞の長い自然環魔が反映しているものと思わ

れる。

（2）昼間おむつがとれた時期（第10－2表）

・①全体からみると1歳～1歳6カ月が38、1％と最も多

く，次いで1歳7カ月～2歳（34・8％），2歳～2歳6

第鱒一3表　子供用便器を用意したか

烏取県 新潟県 鹿児島県　瀦県1合計
　　数と

　目　　　％
過　疎 市街 過刻市．街 過疎1市街過疎1市街過疎1市街締

　　　N
　　い

　　％

29

8．0

36

2．0

26　　　48

6．0　　48．0

41　　　　　　44　　　　　　22　　　　　　24　　　　　11　　　　　　152　　　　　270

工．0　　　　44．0　　　　44．0　　　　48．0　　　　39，3　　　　50，7　　　　45．0

　　　N
いえ
　　％

20　　　11

0．0　　22。0

7Z4，0 51

工．0
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5．0
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匹 』 1
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記なし
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1 3
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0 1 1 1 6 4 8 9

1・0　　　1，0　　　1，0　　12．0　　　8．0　　　2，7　　　3．0
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N 50　　　　　　50　　　　　100　　　　　100　　　　　10 100

％　 、100．0　100．0　100．0　工00．0　100，0　100，0

50　　　　　50　　　　　300　　　　　300

100・OI100・0100・0100・0

第11表　子供の寝かせ方
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過引市街過疎市 街過副市街過疎1市街1過疎1市街

17

2．8

600

100。0

総計

親ふとん，N
は別

とふとん
一も一緒
緒
の

部小計
屋

％

31　　29
62，0　　　58．0

49

49．0

55

55，0

41

41．0

46

46．0

27

54．0

24　　　　148　　　　154

48，0　　　49。4　　　51．3

302

50．4

N

％

11　　　　　18　　　　　51　　　　　40　　　　　50　　　　　31　　　　　12　　　　　　15　　　　　12　　　　　104　　　　　228
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松島他 ＝過疎地域の母子保健め調査研究

カ月（17．8％）の順である。2歳6カ月以後におむつが

とれたこどもは600例中21例（3．5％）， 3歳以後の1例

もある。

　②過疎地の方が市街地に比べて遅い傾向があ弘例え

ば2歳までにおむつがとれたこどもは過疎地65。3％，市

街地80．4％の如くであるo

　③県別にみると，排泄のしつけを始めた時期の遅い新

潟県で当然おむつのとれる時期は遅くなっている他は，、

鹿児島の過疎地で遅いのが日立っている。

　（3）小児用便器があるか？（第10－3表）

　①全体からみると約半数が用意しているb

　②過疎地と市街地を比べると・用意しているもの市街

地50，7％に対して過疎地39，3％と差がある乙

　③県別では鳥取県で「用意した』と答えたものが多

く漸潟の麟囎し’く少妙ったがll納轡脚し
つけがおくれる原因の一つであろうg

　4）子どもの寝かせ方（第11表）

　（工）全体からみると88．4％が親子同室で，ふとんは別

（50．4％），ふとんも一緒（38・0％）となってV・て・別

の部屋で寝るこどもほ5・8％だうた5

　（2）過疎地と市街地を比べると，親子同室は差がない

が，別の部屋で寝るものが300例中過疎10例（3・3％）に

対して市街25例 （8，3％） rと差がある。”・

　（3）、県別にみるとレ鹿児島では両地域とも別の部屋で

寝る子どもがいるが，鳥取県では市街地，新潟県， 福岡

県では過疎地のこどもの100％が親と同 じ部屋で寝でい

る。

　　　　　　　　　“

第12－1衷　常備されている家庭医薬品

職論毒疎1市 街過疎1市
衝過、揮1市霧諒

新潟県 鹿児島県 福岡県

体温計

水　　枕

N

・％

N

％

　　　N
薬
　　　％

記なし

N

拓

麗頭

摩嚢

蠣　詠　小

風邪薬

N

％

　　　　N薬頭痛薬
　　　　％

　　痛N
　下痢止
　　　　％

計

　　　　総計
け街

謡謂」
99 93 99 ．48 50　　286

99．0　93．0　99，0　 96．0　100．0　95，3

42　37　74　80　87　83　．44　 37　247

84．0　74，0 74，0　80， 0・87，0　83、0　83，0　74＝Or82・3

298　　584

99．3　　　97．3

237　　484

ス9・』o 80．7一

50 48 95

100，0 　　96，0　　95．0

33 29

66． 0　　　58，0

96

96．0

96 98

96．0　　　　98．0

1

45 42　　286　　2綴
570

90．0 84．0　95』3 　94』7　95i 0

1．0

1

赤ヂンN
など　％

　　　N
外傷薬
　　　％

　　　　N品記なし
　　　　％

　N
計
　％

80 67 56 56 29 23　198　175　・373

80．0　67．0　56．0　56．0　58．0　4610　66。〇一58，3　62・2

　21　　　　　21　　　　　46　　　　　50　　　　　47

42．0　　　　42．0　　　　46．0　　　　50．0　　　　47．0

　28　　　23　　　49
56」0　　　　46，0　　　　49．0　

　45　　　45　　　69
90．0　　　　90．0　　　　69．0

　48　　　64

48．0　　64．O

　73　　　80
73．0　　　　80．0

　42　　　　　43　　　　　63　　　　　78　　　　　71

84．0　　　　86．0　　　　63．0　　　　78．0　　　　71，0

46　、23　17　137　1鈎　271
46．0　46．0　34．0　45，7　44．7　45，2

　57　　　28　　　20
57、0　　　　56，0　　　　40．0

86瓢211．72鷺

　81　　　42　　　29
81．0　　　84．0　　　58，0

　2　　　　　　1　　　　　．17　　　　　10　　　　　13　　　　　　3

4．0　2．0　17．0　10．0　13．0　3，0

171　　　　120　　　　324　　　　326　　　　331　　　　329

169　148　
317

輸3　49．3　52．8

8欝糊
218　　231

72．7　　 77．0』

』480

80．0

449

74曳8

o　　r3 ”　32　 ・17 　49
　　6．0　　10甲7　　　5．7－　　8，2

168　128　994　903　1939

（注）　第12一工表は全て， 例数の実数を母数とした％であるo
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10 母親の健康

　1）　家庭の常備医薬品（第12－1表）．

　（工）体温計は全地域を通じて最もよくゆきわたってい

る。

　（2）氷枕も70～8g％の家庭で所有している。

　（3）薬品では，

　①赤チンキ，外傷薬などの所有率が商い。

　②かぜ，腹痛などの常備薬も約％の家庭がもってい

る。またその保有率は過疎地の方がやや高い傾向にあ

る0

2）母親の心配ごと（第12－2表）

（1）心配をもつものは30～50％亭このぼっている。

　　　　　　　　　　●
層　　　　　　　鳥耳　　爽　　地

項目　数と％　過疎
　　　N　　　34有’

　　％　　68．0

　　　N 　　　16

　　　％　　32．0

　　　N　　　　50

　　　％　　100．0

　　　　N　　　　81
の　　1　　　　％　　22，91　　　　　　　　r

　　　N　　　　　i

め㌦　1

あ賦　1
　　　　　　　　｝　　　N　　　　II

％agl
　　　N土会環

境　　ga

　　　　N　　　・1
その他り　　　％　　　2．9

　　　N　　　　25
なし

　　％　　 71．3

　　　N　　　35！
計　　　1　　　％目00・OI

鳥取 県

　（2）その内容については記なしが多いが，記事の内容

は、本人の健康と，こどもに関することが大半を占めて

いた。

　3）　母親の健康状態（第工2－3表）

　（1）全体からみると，「普通Jが過半数を占めてい

て・次いで・rよい」（過疎26・0％，市街30．0％），r非

常によい」　（6・0％5・0％）の順であり， 「悪いJもの

が4・2％・　「非常に悪い」ものが0．3％とみられた。

　（2）　「悪い」ものは過疎地3、0％，市街地5，3％と過疎

地の方が少ない。

　4）母親の慢性疾患（第12－4表）

　（1）慢性疾患を持つものは全体で5，8％にみられ，市

街地7。0％，過疎地4、7gaと市街地に多い。

　　　　第12一壊君主婦の現在の心配事

　　　　　新潟県　　 鹿児島県　　　福岡県　　　 計

1市街過疎1市街過疎1糖過疎1市街骸1市街総計
30 54 66 59 51 33

22　180　169　349
60・0伽66・059・051，066，044．060，056．358．2

221／

　『

201

36．41

　1

1i2
3・2i

1！

8・21

11

3・2i

　2！

臥51

　1
19　　　27

3．6

41

7．3！

　1

　21
3．61

　1

61．3　　49。1

31 55

100．O 　100，0
　　1

34 41

34．0　　　　41．0

100　　　100　　　100

100．0

14

21・21

！
　1

　　翫ll

　I

1

L51

4g

74・31

　661
　　！

100，q

100，0　　100．0

　201　141
33，912乳51

　　　　　1

　　　　　F

　　17

4．0

　　28

6．0

120

0．0

131

3．7

251

1．8

　　　50

00．0

　　　50

00．0

　　300

00．0

　　300

00．0

　　600

00．0
E 1 1　51

　1
15・21

　｝

　I
　l

　4！　　21　16F
危813，9属5

　　　1L／

　　　　』

　　　　1　！
　　　　！　　！
　　　　1　3・Ol

35　　　29　　　11

59’3

1。。llI

　　β

56，8i

5エ

100・Oi

33．3
　　1
　331
　　F
100，0i

　31
13，61

　　1
　　1

　　1

　21
　　1

9’1

7711！

　　き
22

100・Oi

　　　　　ド53 35
　88

29・120・6125・0

　21
　1

エ・11

25

13，7

21

1・エ1

　2！

1．1

　98
　I
53・91

182

100．0

31　5
L8b．4
　　
　61　　31　1

3．51　　8，8
　1

81　　10

　4．7

41

2・41

　1141　212
67．。16。．3

　　｝

　1701　　352
　　1
100・q　100・0

2，8

6

1．7
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松島他：過疎地域の母子保健の調査研究

　第12－3表主婦の健康状態

騰・響街過響街過響街過準漏！・・
非常に悪
》’

N

％

0 ol
11・

1・OI

0 1

1．0

01 0 2

0．7

O 2

0．3

　　　N
・悪　い
　　　％

2　　2
4．0　 4．0

41　9　2　4　14・匝・a・昌・・λ・
1　　9　 16　

25

2．0　　3．0　　5，3　4、2
　1

　　N普　通
　　 ％

　　　　27　　26ヒ
5生。5凱。l

　　　I

78　62　621　66　26
7絃。62，Q6乞。16危。

53。
　　　　　　1

24　 193　178　呂71
48．0　 磁．3　59、4』．61．8

　　　　N
　　い
　　　％

　　し161

2．0

　19

8．0

　151
　115・Ol

24

24・OI

　25

5．0

認　　i

　22

44．0

　24

8．0 調 　90

0．0

168

8．0

　　　　N常によ

　　　％

　5

0．0

　31
21a・1 515・OI 認　　1

　7

．0

　1

．0

0 181

．0

15

．

33

．5

　　N記なし
　　 ％

o　ol　ol　o　o　d　O 　1　 0　　1　　1

2・Or　　O・3　0・2

　　N計

　　％

　5d－　501

100．0　100．0

100　1001　100　100　501

100．0　100．0　 100．0　100．0 100．0

　50　　　　300　　　　300　　　　600

100．0　100．0　1100．0　100．0

第12－4衷　主婦の慢性的な病気

　　Nあ　り
　　％

4　　3
8・0　6・OI

3　　9　　6　　9
3．0　　　　9．0　　　　6，0　　　　9．O

1

2．O
　F

0

　　Nな　し
　　％

、5　　8
10．0』

6，0

8　119　　11　127
8．0　　　　19．0　　　　11壁0　　　　27．0
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4

8．0

14　 21　＄5
4，7　　　　7．0　　　　5．8

44　〆年8　102
14．7，19、3　1ケ10

　　N記．なし

　　％

41　　39　　89

82・q78・Ol 89・0

72　　83　164
72．0　　　83壁0　　　64．O

　　　　　　I
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58．0

46　以2　221　郷
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第13－1表　曽段利用している医療機関

幡項目奥郵過疎烏取県　　　　　新潟県

街過馴市街過疎市街
鹿児島県 　福岡県　　　　合

疎1市街過疎r市街繍
計

私立診療N
（個人

業医）％

認　F
82111 5478

駁・0　78・Ol

　731　　71t
銭・！7L・1

認調翻　i　　　l 2231

4．3

430

1．7

　　　　N公立診療

　　　　％

　1li　f

　1

．0　1

　1　　　　　　　1
ll且ll　l　　　l 　61

。1　； l　　l　151
　　15，。I　　　I　　　i

　31

．0

18

．0

　　　　N病院（公立私立）％ 　61
a。I　l

　81

6．0

341　161
・1・軌・

　181　　29
亀・！2駄・i

11　　151　701
a。3砿。12翫31　　　　　1　　1

　681 138

3．0

　　　　N
の他
　　％

Il「

！　II　l

　　　　 　1

．0

　51　　41
・！生・！

　31
，．1　』 11　　21　　81

・巨・巨7
　β61

。l　I

14

．3

　　N
　　％

　501

00．0

　50！
　i100．0　　『

　100　　1001
。軌。1。α。l　　　　　I

100100

100・0100・Ol

　50　　501　3001
・α…α。11。α。

　3001

00．0

　600

00．0

．、第13－2表　医療機関の利用状態（こども）

　　N0　回
　　％．

2　　工　　5

2・O　LO15・0

2

4．O

2211！3，ll12，ll 卯ll16／3，ll

2

4．0

9

3．0

3

1．O
　F

12

2．0

　　N1～2画
　　．％

13

26，0

20

40，0

85　　67

28．3　　 22．3
　　　1

157

25，3

　　N3～5回
　　弘

25

50，0

191　4gl　441　36
3亀・陣・14生・属・

54

54，0

　1　25i
150．ol

　i

11　　　　135　　　　．128

22・OI45・OI42・6
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43。8

6～10回

N．％ 1015
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　　15

5．0　　　｛

27鍛　　　1
21121．ol　　　l

　　23

3．0

　　　6

2．0　　　E

　　12

4．0

　　　セ

71／ 　　77

5．7

129

1．5

11宿n・r　L

N ・1　5t
2！

F 8 　　110　　1 61

r
11 1 14 201

誕
11回以上
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6．。l

　I

2．oE
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　「

2．Ol
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1
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2
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r50100
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100．0

300！　300
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松島他1過疎地域の母子保健の調査研究

第13－3衷　医療機関の利用状況（傲親）

鳥取県 新潟県 鹿児島県 福岡県 合　　計

総計
　　奥数と
項目　　　％

過疎1市街過刻市街過疎市街 過疎 市街過疎　市街

　　　N
　　回
　　％

　19

18・OI

15

30・Oi

認　1 　22

2．0

　29

9．0　セ

　2

4．0

　15

0．O　l

　161

2．0

　75　　　77　

25．0　　25．7

152

5．3

　　　N
～2回
　　％

　21

2．0

　201

0．0

　461
61。l　I 　56

6・Ol

　1

　t

　51

1．0

　27

4．0

　1　20

0．0

145　　　147

8，3　　49．0

292

8．7

　　　N
～5回
　　 ％
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4．0

　81
危・！

　1gl

9．0

　工

4．0

　13

3．0

　10

10．0 8．0

4ia・1

　48　　　36

610　　12。O

輿工4．0

　　　N
～10回

　　％
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．0

　1

．0　［

　3

．0　1

　4

・Ol

　1　3

．0

　5

．0

　8　　　10・

．7　　3．3

13．0

　　　　N
1回以上

　　％

　2

4．0

　2

．0

　1

．0

111．0

　2

・OI

　1

．O　l

　6し　　3．

．0　　1．0　

　9

．5

　　　　N
なし
　　　％

　1
　6

2・OI

　81
絃。i　i

　3

．0　6

8！8・Oi

　3

．0

　10

0．0

18　　　27

6．0　　9．0

45

．5

　　N計　　％
　

50

00．0

　50
00．O　　I

　1001

00．0

　100

00．0

　100

00．0

　100
00．0　　ヒ

　50

00・Oi

　50

00．0

　300　　300

00。0　100，0

　600

00．0

11．医療機関調査

　1）ふだん利用している底療機関（第13－1表）

　（U　私立診療所が7L7ヲ6と大半を占めていて・次は

公，私立病院示23，0％で，公立診療所は3・0ヲ6と少なか

った。

　2）　医療機関の利甫状況

　（1）こどもの場合（第13－2表）

　①3～5回の利用が最も多く，ついで1～2回，6～

10回の順であるo

　②過疎地では市街地に比べて，医療機関の利用頻度は

少ない傾向がある。

　（2）母親の場合（第13－3表）

Φ年に1～2回以‘ドが款いで3～5回分利用があ

り，6回以上の利用は4，5％と少ない。また地域差はみ

らrれなかった。

”3）　医療機関までの距離（第13一嬢）

　（1）家がらの曄離は徒歩では10分以内，車では現分以

内のものが大半を占めている。

　（2）過疎地は市街地よりも医療機関までの距離が遠い

傾向にあり，徒歩で45分以上，車で4時間以上のものが

数例あった。

　4）　病人を運ぷ方法（第13－5表）1

　（1）全体からみると，自動車を利用するもφ演過半数

を占め， 二ついで徒歩であり，その他は少掌であった。

　（2〉一般に過疎地の方が自動車利用が多ン、が， こ’れ

は，過疎地での 自動車の重要性と普及によるものであろ

う。この傾向は特に新潟，鹿児島両県に於て著しかっ

た。

　5） 夜中の発病
　（1） 「ある」と答えたものが過疎，市街とも32勉みら

れた。

　（2）その場合の内容（第13－6表）　　。．

　発黙が56・7％，ひきつけが7・9％で・目立っている。

過疎，市街7県別の差は，さほどなかづた。

　（31その揚合の処置（第13－7表）

両地区ともr騨のところへっ叔いく」ものが80～

85％と大半を占め・r往診を頼む」ことは騨申塗ない

（10％）ようセある。しかし往診依頼は過疎地15ユ％に

対し，市街地では4・4％にすぎなかった。〆

　（4）その場合に運んだ場所（第13－8表〉1．

　両地域とも「私立の診療所へ運ぶ」ものが約半数を占

め， ついで病院（約25％）の順であづたo

　⑤　その場合の運び方（第13－9表〉

　両地域とも車が最もよく利用さ恥，しいて習えば，過

疎地の方が利用度が高く，これは医療的に不便な場所に
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第13－4衷　医療機関までの距離

家
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ら

の

距
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　．徒

磐

　合　計

過疎1市街総計
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か
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第13r5表病入を運ぶ方法

鳥取県　　　　新潟県 鹿児島県　　　　福岡県　　　　合 　計
総計

　　実数と
目　　　　％

過　疎　市　街　過　疎’市　街 過疎 市　街　過　疎　市街　過　疎　市　街

　　　N
動車　　　％
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％
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　2　　　　1
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　　　N
なし
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　　弘
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00．0　100，0　100．0　100．0　100．0　　　　　　　　！

　600

00．0

あるためであろう9

　6）　かかりつけの医師（第13－10表）

　（1）かかりつけの医師がいないものは過疎地で20，0％

と市街地（5・7％）の3倍以上にも達している。とくに

新潟で著しく，鳥取，鹿児島にこの傾向があり，福岡県

では両地域に差がない。

　（2）かかりつけの医師は，内科医，小児科医が大半を

、占めているが，外科，その他の医師にもかかっている。

　とくに過疎地では，市街地に比べて小児科医にかかる

ものが少なく，外科，その他の医師にかかるものは3倍

にも逮している。’こ恥は過疎増に小児科専門医が少ない

ためと思われる。

12．保健所

　1）　健康診断を受けているか（第14－1表）

1受けているものが両地城とも過半数を占めるが

（1）とくに過疎地ではよく受けている（71・7％）（市

街地61。4％）し

　（2）受けていないものも9％で市街地より少ない。

1一 に過疎地の方が健康診断を受けようとする態度が

強い。

　2）　健康診断の種類（第14－2表）

　乳児検診の受診率が最も商く，（過疎89．3％，市街

82・7％）ついで妊婦検診（過疎70・3％，市街63・3％）3

歳児検診（過疎59％，市街62・7％）の順である。この傾

向は過疎地の方が著しい。

13．助産施設

　1）　出産場所（第15－1表）

　（1）全体からみると病院分娩（41・7鈴）と個人病院で

の分娩（34，2％）が最も多い。しかし一方では自宅分娩

が13，7％もみられる。母子健康センター（5・3％），や助

産所（3、0弘）の他，その他も0，3％みられた。

　（2）過疎地では病院の利用が最も多いが，自宅分娩が

19．3％と，布街地（8、0％）の2倍以上にも達している

が，母子健康センターの利用率（6・3弘）も市街地（4、3

弘）より多い傾向にあった。

　③　県別では，自宅分娩は鹿児島県を除けば過疎地に

のみ見られ，ている。

2）．妊娠中の健康管理（第15－2表）

　（1）管理を受けたものは過疎地と市街地の問にほとん

ど差がみられず，全体の97・2％に達していう。

　（2）健康管理者（第15－3衷）

　医師の管理溝両地域ども最も多く（59、5％）過疎地

（53・4％）では市街地（67・2％）よりも少ない。その代

り，過疎地では助産婦や保健嫌に管理される％が，市街

地に比べて約1．5倍にのぽる点も特徴の一つといえよう。

14．今後の要望

母親とノ」、児の’心身の健康を考えた場合｝こどλノな事を要
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第13－6表　夜中の発病の状態

超名　颪 鳥取県 新潟県 鹿児騰県 福岡県 合　　計

　　実数と
目　　　　％ 過疎市街過獅街過疎1市街過疎糖過疎1市街総計
　　　N

　　熱

　　％

　9

7．7

　11

2．7

　12

1．0

　14

5．2

24

4．9

20

7．5

13　　　　5

9．3　　38．5

58　　　50

0，8　　52．4

108

6．7

　　　N
きつけ

　　％

　1

．2

　3

4．2

15．8

　3

1．5

　4

0．8

　2

．7

　1

．7

　6　　　　9

．3　　9．5

15

．9

　　　N
　　痛

　　％

　1

．2

　1

．7

　1

．8

　3

．1

　1

．8

　4　　　3

．2　　　3．2

73．7

　　　N
しか
　　％

　2

．7

22．1 21．1

　　　N
　　ぜ

　　％

　1

．8

　3

．5

　3

3．6

4　　　　3

．2　　　3，2

73．7

　　　N
吸困難

　　％

　1

．7

25．7

1　　　　2

，1　　　2．1

31．6

　　　N　　炎

　　％

　1

．2

　1

．1

10．5

　　　N
　　炎

　　％

　1

．7

篤11．1
10．5

　　　N
耳炎
　　％

　1

．2

　1

．8

1　　　　1

．1　　　工．工

21．1

　　　N
　　気

　　％

　1

．8

　1

．7

　1　　　　1

．1　　　工．1

21．1

　　　N
泣き
　　％

15．8 　2

．6

　1　　　　1

．5　　　7．7

2　　　　3

．1　　　3．2

　5

．6

　　　N
　　傷　　　％

　1

・71

　1　　　『

．5

1　　　　1

．1　　　1．1

21．1

　　　N
の他
　　％

　1

4。7

15．8．

　手

18

　3

．5

　1

．7

1　　　　6

．1　　　6．3

73．7

　　　N
なし
　　％

　6

1．5

　4

9．O

　1

．8

　4

5．3

38．1

　1

．8

　4　　　　5

8．1　　38．4

14　　　14

4．7　　14．7

28

4．7

　　N
　　％

　19

00．0

　21

00．0

　17

O．0

　26

00．0

　37

00．0

　35

00．0

　22　　　13

00．0　100．0

　95　　　95

00．0　工00．0

190

00．0
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第13－7表　夜中の発病の際の処置

慧隆・響街過響・’輩街過誌総計
医師の往N
診を頼ん
だ．　％

　4
、19，0

1

8，3

1

6．7

　2

1Q．5

1

写．0

　4
119．0

1
7、7

11

1す51

3
4、4

14

110』O

医師のもパ
とにつれ
ていった．％

17　　20

8エ．0　1Q、0

10

8β。4

10　16　17
66．6　84，2　85。O

15

7L5
　　　　　モ11　　58　’、58

84．6　79。4　85．3

116

82，2

　　　N
、記なし％

i
8．3

．4　　1　　2
26．7　5，3　10。0

2
9．5

　工　　 4　　7
・7．・7　5．5 10曾3．

11

7，8

　　N計
　．％

　21　　20　　12
100．0　100．0　100．0

　15　　19　　20
10g，0　10p．0　100，0

　2エ　，13　　73　　68　141
10P，010P・0100・0100・0 100・0

第13‘8衰　表中の発病の際，運んだ場所

鳥取県・　　新潟県 鹿児島県・ 福岡県　 ’合　　計

項目
突酷過 疎 市街過疎匝街過・疎市一街過 疎1市街過』疎1緬

塩立診療N
所 ％

12

57．2

、　12　　　　6

0．0　　37．5

．12

42．8

15　　　18

0．6　　64．3

　9　　　　6
2．9　46．1

42

4．2

48　　　90

4．0　4990

企立診療N
％

．1

．7

　1

1．工

10．5

病　　院　　飾

N 　4

9．0

　6　　　7
0．0　　43．7

　4

4．3

11　　　　9

9，7　32．1

　3　　　　2

4．3　　15．4

125

6．2

21　　　
46

4，0　　25．O

その他　
N％ 14．8

16．3 13．6 　5

3．8

77．4 1　　　　8

．1　　　4，3

記なし　　％

N 　4

9．0

　2

0．0　　12．5

2 　　11

39．3

10　　、 一　　4　　　　5

9，0　 38．5

20

1．1

19　　　39

1．3　　21，2

計
N％ 　21

00．0

　20　 　16
100．0 100．0

28
　　　37
00．0 100．0

　28』 21　　13
00．0 ”100．0　100．0

95
　　　89 　　184

00．〇一100．01100．0

第13－9衷　夜中の発病6際の運ぴ方

鳥取県’ 　新潟県 、鹿児島県『 　　福岡県』 合 計

項目
齢過疎1市街過疎市街過疎市衝過疎i市街過疎1市街

総計

　　Nr車　　％

5。ll」。118111謡　1

認轟調論
217

72．0
190　　407
3．3　　67．8

　　N転車％
1　　　　　　　　5
．0　　　　　　5．0

11．0 6　　　7
．0　　　1．2

　　N・徒　　歩％ 2工　　　21　　　　7　　　22

2』0　4飢0　乳OI2λ0
27　　　38　　　9　　　8
7．0　、38．0　18．0　エ6．0

64

1．3

89 　　153
9。7　　25』5

その蝦
調盆』概l　I

1　　　・4　　　　1
。0　　4．0　　2．0

93．0 　7　　　16r2．3　　　2。7

　　．N1一．．
な』し％

1　 　 、2　．、』2…
．0　　　　4．0　　　　　2．0　　　　4．0

4　 　　　．5　． 　、1　　　　　　　1　　』　　 　一1

　5．0　　1．0　　2，0　　2，0 3．0

9
、『、

8 　17
　2．7　　2。8

　N計　　％ 　　　　　　1・Ql8…18・・ll8い・ll8
100　’　　　100　　　　　　50　　　　　　50

00．0　100．0　100，0　100，0

300

00．0
300　　600

00．0　 100，0
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　　日本総合愛育研究所紀要　　　第10集

第13－10表　かかりつけの医師の有無とその医科の専門

い
　N　　 44　　47
る
　gら　　　　88，0　　　　94．0

60　　95　　89
60，0　　　　95．0　　　　89．0

94　　47　　47
94．0　　　　94．0　　　　94，0

240　　　　　283　　　　　523

80．0　　　94，3　　　87．2

　　N　　50　50　エ00　100　100謝・

　　％　100，0　100，0　100．0　100．0　100．0
100　　50　　50　300　300　600

100．q　100，0　100，0　100．0　100．0　100．0

　　N　　18　　31　21　53　37小児科
　　弘　38．2　50．0　30．8　42．7　33．3

55　　17　　24　　93　163　256
45，1　32，1　48，0　33．3　46．8　40．8

　　N　　　　　 14　　　　　19　　　　　31　　　　　41　　　　　41

内　科
　　％　29，8　30．6　45．7　33．1　36，9

49　　20　　14
40．2　　　　37．7　　　　28壁0

106　　　　　123　　　　　229

38．0　　　　35．3　　　　36．5

　　　N　　　4外　科・
　　％　　8，5

6　　　2　　4
8．8　　　　1．6　　　　3．6

　　N　　　2　　1　　6　　3　　15その他
　　％　　　　 4，3　　　　1．6　　　　8．8　　　　2．4　　　13．5

7　　　2
5，7　　3，8

25　　11　　36
9．0　　　　3，3　　　　5，7

　　　N　　9　11　　4　15　14　　7　12　12記なし
　　％　19・2　17・8　5、9　20．2　12．7　5，7　22．6　24．0

39　　45　　84
14．0　　　12．9　　　13．4

計N　47　62　68　拠　・…　22　53　50
　　弘　100、0　100．0　100，0　100，0　100．0　100。O　IOO．0　100，0

279　　　　　348　　　　　627

100．0　100．0　100．0

第14－1衰　健康診断を受けているか

漣．器器．響．．響．過暴．総激
　　Nうけてい
る

　　％

31　　14
62．0　　　　28．O

82　　63　　67
82．0　　　　63．0　　　　67．0

　　　　Nうけてい

い　　　　箔

　8

6．0

　13

6．0

　9

．0

　14

4．0

　9

．0

　　　　Nときどき

る　　　　弘

　11

2．0

　22

4．0

　9

・Ol

　20

0．0

　24

4．0

　　　N
毘なし
　　％

1

2．0

3

3．0

79

79．0

　6

6．0

15

15．0

35

70．0

　2

4．0

　7

14．0

　6

12．0

28

56．0

　4
810

18．

36．0

215

71．7

28

9。3

51

17．0

　6

2．0

184

61．4

37

12，3

75

25．0

　4

1，3

399

64．5

65

10．8

126

21．0

10

1．7

　　N　・　50
計

　　％　100，0

　50

100．0

100

100．0

100　　100

100．0　100．0

100　　50　　50

100．0　100．0　100．0

謂，。lll「謡o
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　　松島他：過疎地域の母子保健の調査研究

第14－2表　健康診断の種類（％は実例数を母数にした）

鳥取県 新潟県 鹿児島県 福岡県 合　計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総計遍疎1市街過疎市街過疎市街過疎1市街過馴市街

　　　　N
婦検診
　　　％

　25

0．0

　23

46．0

　67

7．0

　49

9．0

　77

7．0

　83

3．0

　42

4．0

　35

0．0

211

0．3

190

3．3

401

6』8

　　　　N
児検診　　　　％

　38

6．0

　31

61．0

　91

1』o

　84

4．0

　92

2．o

　91

LO　r

　47

4，b

　42

4．0

268

9．3

248　　r

2．7

516

6．o

　　N3才児検
診
　　％

40　　 13　　68　　83　　52　　84　　17　　8　177
80．026、068．083．052．o融．034．616．059．o

188　
365

6217　60．8

　　N詑塗し
　　錫

4　　、9　　1　　6
8．0　　　18．0　　　　1，0　　　 6．0

4

8．0

　5　　19　　24
工．7　　　6．3　　　4．0

　延べ実数
断

　実例数

107　　　　　76　　　　　227　　　　　222　　　　　221　　　　　258　　　’　106

50　　　　　50　　　　　100　　　　　100　　　　　100　　　　　100　　　　　50

89　　　　　661　　　　　647　　　　　306

50　　　　　300　　　　300　　　　　600

第15－1表子供を出産した場所

　　N自　宅
　　鈴

1

2，0

26

26．0

20　　24　
11

20．0　　　24．0　　　22．O

58

’19．3

24

8．0

82

工3．7

　　N母子健康
センター

14　　 工

28．0　　2．0

9　　2　　3　　3
9．0　　　　2．0　　　　3．0　　　　6．0

19　　13　　32
6，3　　　　4．3　　　　5．3

　　N病　院
　　％

15　　　　　28　　　　　60　　　　　53　　　　　36　　　　　27　　　　　14

30．0　56．0　60，0　53．0　36．0　27．0　28，0 調
125　　　　125　　　　250

41，8　　　41壁8　　 41．7

　　N個人病院

　　％

19　　18　 エ1　35　36　38　　19
38．0　　　36．0　　　工1．0　　　35．0　　　36．0　　　．38．0　　　38，0

29

58．0

85　120　205
28．3　　　　40．0　　　　34．2

　　N助産所
　　％

1　　2
r2．0　4．0

5　　5　　2　 3　　8　 10　18
5，0　　　　5．0　　　　4。0　　　　6．0　　　　2，7　　　　3，3　　　　3．0

　　Nその他
　　％

1　　　1

2．0　　1．0

1
　1　　2

0，3　　　0，3　　　0、3

　　N記なし
　　％

、

2．0　　　3，0　　　1．0　　　3，0　　　2．0　　　2．0　　　1．3　　　2，3　　　1，8

　N計

　％
　50
ioO，0

　50　　100

100，0 100．Q

100　　100

100。0　．100．0

100　　　　　50　　　　　50　　　　　300　　　　　300　　　　　600

100。0　100．0　 100．0　100・0　100．0　100．0
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第15－2表　妊娠中健康管理を受けたか

一慧轟．響．．響．．嘉 ．裏1詳．
総計

うけた
N　　49　　44　　99　　94　100　　98　　47　　48　295　288　583
％　　　　　98、0　　　　96，0　　　　99。0　　　　94，0　　　100，0　　　　98．0　　　　94．0　　　　96．0　　　　98甲3　　　　96，0　　　　97．2

うけない

N

％

2 1 6

4．0　　　　1．0　　　　6，0

2 1 2
2　　12　　工4

2．0　・2．0　4，0　0．？　4，0　　2．3

N 1 2 3 3
記なし

％　　2，0 4．0 1．0 0．5

計

N 50　50　100　100i　100　100 50　　　　　50　　　　　300　　　　　300　　　　　600

％　100、0　100，0　100、0　100．0　100，0　100．0　100．0　100．0　100．0　100．0　100．0

．第15－3表妊娠中の健康管理者

烏取県 新潟県 鹿児島県 福岡県
A口 ・計

項目
奥数と

％ 過疎1市街過疎1市街過疎1市街過疎1市街過疎
　　　総計市街

N ．12 5 33 21 36 1臼 23 10 10
54　　　158

助産婦
％ 18．2 8．3 24．3 17．8 24．2 15．1 25．8 17．5 23．6 15・3　19・9

N 19 14 27 11 33 22 19 9 98
56　　　工54

保健婦
％ 28．8 23．3 19．9 9．3 22．1 18．5 21．3 15．8 22．3 15．8　　19．4

N 34 40 76 81 80 79 45 38 235
238　　473

医 師 i

％ 51．5 66．7 55．8 68．7 53．7 66．4 50．7 66．7 53．4 67．2　　59．5　　　　　噛

N 1 工 1 1 2　　　9
その』他 i

％ 1．7 0．8 1．1 0．2 0、6　　0．4　　　　1

N 1 4 1 2 4　　6
記な’し

％ 1．5 3． 1．1 0．5 1．1　　0．8

　　N
66 60 136 118 149 119 89 57 440 　　　　聖54　　794

％ 100， 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100、0　100，φ

望するかを調査した。

、1）　医瘍機関への要望　施設（第16－1表）

・（1）全体からみると，総合病院を近くにほしいという

ものが全体の寺を占め，次いで救急車などの救急体制の

整備（19・5％），助産施設の増設（13．9％），診療所を町

村ごとに設置（11・2％）の順である。

過疎地では総合病院の設享要望（39・0％）が市街地

（3L9％）より多く，この声は診療所設置の希望にも強

くあらわれている。

〔2）何科の医師がほしいか（第16－2表）

①全体からみると小児科医を望むものが34・8％と最も

多く，次いで歯科医（21，1％），眼科医（10．1％蕩耳鼻

科医（9，9％），内科医（7・3％）などの順であった。

② 過疎地においてもこの傾向は同じであるが，特ば

眼科，耳鼻科，産科医への要望は，市街地より強かづ

た。　・

2）　保健所への要望

（第16－3表）にまとめたが，総括すると・地域住民の

生活環境と健康を守るふさわしい，入的，物的条件の充

実と，保健所，住民問の機能的な連絡方法の確立を希望

するものが多くみられている。

3）　家庭生活についての意見

　F
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　第16－1表’重医療機関への要望

慧購．響　響街過告1詳・ 総 計

総合病院N
襲葛に％

15

28．9

．2

4．0

23

20．

26

25．1

60

56．1

51　　33
50．5　　　　50．0

19

37．2

131　　98
39．0　　　31．9

229

35．6

医院，一・』診・N

療所を村
町に作る％

ゴ4　　2　42　12
7・7　4・0　37・9　1125

3　　6　　2　　1　　51　　21　　72
2．8　5．9　3．0　2同0　15．2　6．9　1L2

助産施設N
を村・町
につくる％

　6 　5　　19
11。5　　　10．0　　　17．1

12　　4
11，5　　　　15，0

9
8，9

6　　．1

9、1・31・ 4
47　　4 　89

14，0． 13，7　13・9

救急車なN
どの救急

鯉曜％

10

19．2

　6

12．0

18　　2

16壁2　 　24．0

20

18．7

22’ b　「 5

21．8　23・3・　9・8

67　　58
19．9　19．0’

125

19。5

　　Nその他
　　％

4　　4　　3　　 7　　1
7．7　8．0　2，7、銑ア　 0・9

3 　0
3．0

14
　22

4，　　3．4

　　N記なし
　　％

13　　31　　6　　22　　7　　10
25。0　62．0　5．4　2エ．2　 615　9，9

6 10

9i1　　19．6

32　
73

9．5　23．9

105

16．4

　　N計
　　％

　52　50、111
100．0　10010　100．0

104　　　　107　　　　101　　　　　66

100．0　100．0　100．0　100．0

　51、
rlqo．

、説、調、。誤1

．第16－2表　現在，何科の医師が最も欲しいか

項目

　　鳥取県　r　　新潟県　　　　鹿児島県　　　　福岡県

過薪街過疎1繭過疎1市街過疎1市街過疎市街
合　’計

総計

　　N・　科　　％
3　　1　　5　、3　　 2　　1
．2　　1艦6　　3、8　　2，7　　L6　　1・1

10

；5

5　　　15
．6　　2．1

　　N科　　％

30

．6

22　　　52

』0　　7。3

　　N児科…
　　％

おll』議 3111・3纂

麟咽喉N
　　　％

4　　3　　・5　　　　　19　　10　　18　　5
．9　4．8　3．8　5．4　15，2　1L5　21・7　9・3

46

1．6

，圏 認

　． N　・・…1
産　　科　　％

　　、0　 5　．2　　5・ ［　1’　14

．7　　　　　3．8　　1．8　 4，0　　1．1　16・9

25

．3

3　　
28

．0　　4．0

　　N　　科　　％
8　　2　　6　　9　　15　　5　　22　　5

3．8　3．2　 4．6　8．1　12，0　5．7　26・5　9・3

51

2．9

21　　　72

．7、　10．1

　　N　　科　　％
11　　18　　36　　28　　26　　19　　2　　10
9．0　29．0　27、7　25．2　20，8　21・8　2・4　エ8・5

75

8．9

75　　150
3．9　　21．1

　　N　そめ他　　％ 訪o網認1ゴ1
5工．3 、　 4．　　　9

1．3　 1．3

　　N記なし％
5 　12 　3　 22　　3　　5　　8　　9
．7　19．　　2，3　19．9　2，4　5・7　9・6　16・7

19

．8

48　　　67
5．3　 9，4

、靴．努．畷調調調蒲讃謡調 、諾ll 調 謂
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第16－3衰　保健所に対する要望

県名1 市　　街　　　地 数！1
『轍

新 保健所の仕事内容の広報をしてほしい 1 医療機関を新設してほしい 1

潟
定期検診の増強をしてほしい 1 子供の遊び揚を作ってほしい 1

県
日曜，祭日の検診もやってほしい

鰹所の増設を望む

11

母子栄養強化制度の徹底化をしてほしい 11

定期検診を増強してほしい 1 13才を過ぎてからの検診もしてほい、 1

鳥
予防接種センターを設置してほしい

犬の保護をしてほしい

11

健康診断を実施してほしい 1

幼児の栄養指導をしてほしい 1
取

健康優良児の検査と認定をしてほしい 1 1
救急体制の整備をしてほしい 1 F

県
投薬前の充分な検査をしてほしい 1
歯科の増設を望む 1

鹿児

常時予防接種の受けられる体制と通知の徹底化
轍診の増強をしてほしい（教簾諺子検）健康相談室を設置してほしい（婦人科など）

342

川の汚染の調査をしてほしい
品に含まれる有害物質についての調査とそれに対するきびしい態度保健所を近くに作ってほしい

111

島県
住斯変更後の通知の徹底化をしてほしい

曜・祭日の当番医を増してほしい

語による親切な相談もしてほしい

111

1保健所の家庭訪閥をしてほしい

l鑛懲巖蹴乏鰍内科）

111

福岡県

保健所による指鵯の徹底化を望む（人員の不足）定期的な検診をしてほしい
212

予防接種の予備日をふやしてほしい

健所を近くに作ってほしい

品売場の衛生管理を徹底してもらいたい

工11

第16－4衷　こどもの健康を守るうえで現在最も望まれること

県名1
市　　街　　地 開1

過　　疎　　地
栄養についての指導と規則正しい生活のできる

騰
新
潟
県

夜問通院可能な病院を設置してほしい

緑地帯の整備をしてほしい

交通安全

環境
遊ぴ揚所，冬の日光を確保するようにしたい

定期検診を行なってほしい

鳥

取

県

公害をなくしてほしい

公園の整備

道路を整備してほしい

生活を安定させること

づランスのとれた栄養

遊び易｝を確保したい

公園を作ってほしい 1
子供の遊び揚所がほしい 3

鹿 日照を碗保すること 1 交通事故から守ってほしい 1
児 定期検診をしてほしい 1 栄養に注意したい 2

島
病院を設置してほしい（小児科など）

害をなくすること

21

食品公害がなくなること

保謹にならないようにしたい

11

県 規員リ正しい生活をさせる 1
急病の時すぐ来てくれる医師がほしい 1

福

岡

県

生活環塊を保護してほしい

公園を設置してほしい

保育所の人員の確保

公害問題を解決してほしい

乳製品の負担を軽減してほしい

有害食品添加物を松くすること

遊び場所がほしい

環境の整備と改善

子供の世話をする人がほしい

2
1
1
1
2
1
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　　　　松島他＝過疎地域の母子保健の調査研究

第16－5表　主婦の健康を守るうえで現在最も望まれることは何ですか

県名1 市　　街　　　地 件 過 　疎　　　地 暁

新
体育施設を設置してほしい 1 無理をしないで休養をとること 3

潟
定期検診（成人病など） 2 主婦のための自由な時間がほしい 1

県
栄養に注意すること 1

定期的な検診をしてほしい 1

鳥 体育施設を設置してほしい
2 栄養に注意すること

1

取
社会不安をなくすること 工 規則正しい生活をすること 1

県
公園を新設してほしい

1 充分な睡民時間がほしい
1

健康診断をしてほしい 工

有給育児休暇体制を実施してほしい
2 過労をしないように（充分な睡眠など） 2

分娩費を軽減してほしい 1 栄養に注意すること 1
鹿児

主婦同志の組織的な活動があればよい 1 巌の運動をするように心がけたい
1

島 体育施設を作ってほしい 1 主婦のための自由時間がほしい 1
県 1 食品公害をなくしてほしい 1

1 健康精密検査がどこでもできるようにしてほし 1
い

福
婦入科の増設をしてほしい 1 緑地帯の整備をしてほしい 2

岡
育児相談所を作ってほしい

1 自由な時間がほしい 1

県
健康診断をしてほしい 工 十分な睡眠がとれるようにしたい 1

体育施設の設置 1 適度な運動が必要である
1

第16一二61衰蚕家庭生活について（3）；どもを育てるうえでのなやみ

縣　　　市　街　地　　　糊　　　過　疎　 地
1件

新潟県

定期検診を徹底的にしてほしい 1 子供と｝緒の時間が少ない

達がいない

と躾の点で意見があわない

活が不規則

養女であることが心配

鳥取県

3才保育の必要性を感じている

親の健康の維持について

の問題で悩んでいる

供の健療管理がうまくいっているかどうか

勤の問題で困っている

児時問が足りない

躾の問題（祖母と意見がくい違うなど） 3

鹿児易県

保育費が多くかかるので困る

児時問が少なく接触が少ない華

育が遅い（身体・言語面など）

び場がない

曜・祭日の医師の検診

11211

躾の問題

び揚がない

供と十分に話し合えない

達がいない

福岡県

特殊学級を増してほしい一
防注射が公共施設で接種できるようにしてほし

11

躾の問題
報（T・V）などが多すぎて子供によい影響を
えない　　　　　　　　　　　　　　　　

偏食がある

供が病弱であること

び場がほしい

育所の設置
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日本総合愛育薪究所紀要　　　第1q集

　（工）小児の健康を守るための要望（第16－4表）

公園などの子どもめ遊ぴ場と，事故防止など健全育成

部門の願望と， 公害防止，医療機間の充実を望む声が多

いo

　②　主婦の健康を守るための要望（第16－5表）

過疎地では過労に陥っている母親が多いので，充分の

休養と栄養及び教養を高めるための自由時間を望む声が

強かった。

　また定期的な健康診査を望んでいる。・

③　育児上の悩み（第ユ6－6表）

①複合家族による悩み，とくに祖母と母親とのしつけ

の相違が最も深刻な跡えであった。

②次いで小児め健康増進のための条件，友遠がい な

い，遊び揚がないことを翫えていて，そのための保育所

の設置を望む声が強いo

15・父母の小児に対する希望

　1）　こどもの将来の職業（第17－1表）

（1）全体でみると，

①rまだ考えていない」が25・5％，rわからない」が

13・3％であり，記なしを加えると，未定のものが51．5％

にのぽるのは当然かもしれない。

第17－1衰　従来子供をどんな仕導に従事させたいか

鳥取県　　　　新潟県　　　　鹿児島県　　　　福岡県 合　　計
、

囎奥 過疎r市街過疎市街過疎市街過疎1市街過疎1市街 総計

本人の希望どうり％N　　エ0　　13　　15　　2　　25　　33　　29　　7

　20・0　26・0　15。0　25，0　25，0　33．0　53．0　14．0

79　　　78　　157

6．3　　26．0　　26．1

サラリーN
ン（OL）％

3　　　　2　　　　2　　　6　　　　4　　　　1

・0　　4，0　　2．0　　6，0　　4．0　　1．0

9　　　　9　　　18

事務員
N　　　　　　　　　　　　　6　　　5　　　11　　　工0

　　　　　　　　　6．0　　5，0　11．0　10．0

工7　　　15　　　32

．7　　5．0　　5．3

手に職を
専門家）

N　　　2　　エ　　7　　4．　7　　6 　1　　9
　　4・0　2，0　7、0　4．0　7．0　6．0　2．0　18．0

17　　　20　　　37

．7　　6．7　　6．2

商　　業 塁　　　Lll． 1　　　　　　　　工

．3　　　　　　　0．2

家業をつN
せる

　　　1　　　　2　　　　　　　 2　　　　1　　　　　　　　1

　　2・0　　4．0　　　　　2．O　　LO　　　　　2，0
3　　　4　　　．7

．0　　1，3　　1．2

農　　業 男凋　調薦誌　品 盆II砿1

親子で相N
して ％　　　　Lll 1　　　　　　　　1

．3　　　　　　　0．

わからなN　
い

45　　　35　　　80
5．0　　11．7　　工3。3

考えていN
い

■　68　　　85　　　153

2，7　128．3　　25．5

その他
名1！

15　　　15　　　30

，0　　5．0　　5．0

記なし 39　　　37　　　76

3．0　　12．3　　12．7

i｝1・ 謡謂謂調謂旙調 300　　300　　600
00．0　100．O　IOO．0
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第17－2表． 子供に家業をつ渉せたいか

県名

域
鳥取県 新潟県　　　　鹿児島県 福

項目
奥郵過疎 市街過刻市街過疎1市街．過疎

　　　N
　　い
　　％

　5
10．0

　5　　　7　　　　9　・　　4
0，0　　　　7．0　　　　　9．0　　　　4．0

22．0

玲

　　　Nいえ　　　％

16

2．0

27　　　　 41　　 128　　　　　　 51

4．0　　　　41．0　　　　28．0　　　　5工．0

60

60．0

どちらとN
いえな
　　　％

27

4．0 錨薦 講調
38

8．0

　　　N
なし　　

　　　％ 凋 4　　　　　　　　8　　　
6．

　　N計　・　％
　50
00．0

　50　．100・100　．1001　100

・α一一・
鵬・1…似・

　5

oo・

5　　　1

　　琴・0
28

　21『

　　42．0

14　 25

　 50．0

3　　3

　　6．0

50　、56

　21
7．0

136

45．3

135

F45．0

　
8

2．7

300

二17・ 路

・5・7・．53

燭
・一27

45・3』卿

調 薦

15　　23
5．0 ．3．8

300r・ 600

9

第17－3表一今の住所にずっ1と住みたいか

　　　N　　　・9　49　4エ・46　26　23　・8 ・5・　・041 1．』’254

揖い％　　38．・149。・4・．・：46、・．26、56・・36・・5…　誕・6 42・3調
　　Nいいえ
　　％

1α1’3。ll 1411

　　　E

24　　29　　50
泌．0　　　　29．0　　　　50．0

昇。恥1。 58　 10ユ ・・

59

19．3　　　33．7　　’　26．5

どちらとN
もいえな
い　　％

蹴ll3。ll 37

37．0

33　　25
33．0　　　25．0

　　1N記なし
　　弘

工

2．0

1
2．0

ゑ1

24　　15　　20
24マ0　30，0　40‘0

2gll』1。1纏

告1 5’ 3』，16
1．0　 1．0』i．0

　　N計
　　％

．50　 50　100
100．0　100．0　100．0

100　
1go

100．0　100．0’ ・調謡謡謂遡謂、

第17－4衰1今の住いの環擁は子供にとづて望ましいか

烏取県 新潟県 鹿児島県 福岡県 合　　計．

　　奥数と
目　　　　％

　32
4．0

遍疎睡衝造辣市街過疎1市街過疎 市
　　　　　　　　．総．．計

過疎市街
　　　　N思　　う％

25150・Di

調’調． ・66

6．0
　70
0．0

541乙l　l

調』611犠』謂

　　　　Nわない％
　16
2．0

46111　　1

　37　　　25
7．0　　 25，0

副鉱OI

　30
0ゼ0

　22
4．0

認31113。ll、3魏　1

どち争とN
い溝％ 凋

　1

．0

歌誤　歌ε　　l　　　I 3剖　6 　61　　　5
ド．1・8

　　N計　　％

、1。，181 　501
・…1

　100　　　100
00，0　100．0

　1001
④・！ 　100

00．0
　50
00・OI

　50　　 　　300　　　　3001、　　　600

00．0100．01ψ．0．r』100曳0
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第17－5表　環境の問題点

烏取県 新潟県 鹿児島県 福岡県
A口 1汁

　　突数と
目 ％ 過疎1市街過疎市街　過疎 市街過疎1市街過疎1市街総計

辺鄙な所N
家があ

％ 14．3

15．0

　5

1．7 3．0

1 　2

2．5

17．7

　10

11．6 2．4

工7．1

子供が外N
遊びに
きたい％

15．0 28．3 13．8 17．7 56．0 53．0

　　　N公園が近

にない％

　2

4．3

　4

0．0

14．3

　5

0．8 15．2

5　　　　3

　11．5

　2

2．5

　2

5．4

10

1．6

14

6．9

鈎14．2

家がせまN
又は広
ぎる ％

17．1

　5

5．0

　5

1．7

28．3

15，

5　　　　9

34．6

　2

2．5

　4

0．7

13

5．1

20

4．2

33

9．5

　　　N交通がは

しい
％

　4

8．7 10．

28．7

　6

5．1

11
　　　　3
3．3　・11，5

　3

8．7

17．7 　2d

23，4

12

4．5

32

8．9

友遠がいN
い，少ない

％

17．1 15．0 28．3

6．1

27．7

　2

2．5 15．4

55．8 78．4 12

．1

日　りが
るい，

N％ 17．1 15．0

6．1

　3

1．5

33．5 44．8 74．1

家が密集している
N％

　2

0．0

33．6 31．8

公害（騒
など）

N飾
　ヨ1軌OI

　4

6．7

13．0 16．3 22．3 84．7

家業のた
子供の
倒をみれない

N％ 14．3 13．0 17．7

2．3

31．8

周囲力よ
ない
風俗営
など

N弘 15．0 28．3 33．6 31．8

家族関係がわるい
N％ 14．3 13．0

　3

1．5

16．5 33．5 33．6 63．6

その他

N％

　3

1．4

　8

5．0

　4

2．1 7．7

　3

8．7

17．7 18

0．9

33．6 21

2．4

計

N％

　14

00．0

　20

00．0

　23

00．0

　24

00．0

　33

00．0

　26

00．0

　16

00．0

　13

00．0

　86

00．0

　83

00．0

169

00．0

②希望があるうちでは，r本人の希望通り」が26・L％

と最も多く，「家業を継がせる」ものは1・2％で農業1・3

％，商業0，2gちを加えても2，7％にすぎなかった。これら・

に閲して，過疎地，市街地の問には差がみられなかっ

た。

2）・こどもに家業を継がせたいか（第17－2表）

はっきりrはい」と答えたものは6．3％にすぎず，「い

いえ』か，　「どちらともいえない」と答えたものが90％

を占めているo

　この点について，両地城の間に差はなかった。一般的
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に戦前のように，我が子に家業を継がせるという慣習は

みられなくなっているのは明らかである。

　3）今後も今の住所に住みたいか（第17－3表）

　「住みたい」と答えたものは42・3％にのぽっていて7

その傾向は過疎地50％，市街地34・6％と，過疎地に多く

みられるという興味あるものである。

　4）今の住居や環境がこどもに望ましいか（第17－4表）

　（1）　「良好と思う」ものは64，796，　（良好とは思わな

いものは33．5％）と過半数を占めていたが，この傾向は

過疎地より市街地に多かった。

　いずれにしろ，過疎地においては，以前に比べて，土

地への執若，自然環境の認識とがうすれつつあるといえ

よう。

　②　良好とは思えない理由（第17－5表）

　市街地よりむしろ過疎地で「交通が激しい」という条

件をあげているものが多いが，現在の過疎地の地域環境

の一面を示したものと いえようgまた過疎地では住居の

環境をあげるものは市街地に比べて少ないが，「今んぴ

である」「公園が近くにない」など，文化環境の乏しさ

を游えるものが比較的多い。

　　　　　　　　　　　　　　〆

1。調査員的と方法

w　要

　過疎地域における母子保健の問題点を解決するための

資料を得るために，本年度は次の二つの視点で研究調査

を行った。

　1）　5県（新潟，鳥取，福岡，鹿児島・山口）の過疎

ナ也域における母子保健の調査：松島と商橋は昭和48年9

月より昭和49年2月までの間に上記5県につき，過疎地

域250名と同県の中心的都市250名に対し，3歳児検診の

場においてアンケート方式の調査を行った。
　　　　　　　　　　　　　と　その中で記載の完全なもの計600例を選んで集計した。

なお・山口県のアンケートは集計に問に合わなかったの

で除外した。

　2）木村は長野県における医療機関を中心にした母性

保健の調査をレた。

2。調査結果

　　1）　家族のプロフィール

　　（1）過疎地域では核家族が約50％を占め，特に鹿児島

　　県にこの傾向が強く，新潟県で弱かった。

　　12｝父の職業では公務員，農業，会社員が多くみ．ら

　 れ，母のそれでは無職が少く（44％），農業が27％と多

　　かった。出稼ぎは過疎地7、7％，市街地2％で，とくに新

　　潟に多くみられた。

　　（3）父母の学歴はともに・中等敦育をうけたものが最

　 も多く，ついで初等教育をうけたものである。

．　　2）　母子の健康

　　（1）小児では約30％に困る問題があるが，過疎地では

　　市街地よりも栄養の問題が比較的多く，心理的問題は少

　　い傾向にある。また，健康状態に間題のある子は市街地

　　に比べて約弛しかない。とくに，慢性疾患保有者は市街

　　地の％にしかみられ捻かった。

約

　（2）母親の健康状態は過疎地の方がよく，問題のある

ものは3、7％（市街地5i3％）である。また，母親の慢性

疾患保有率も同じ傾向にある。

35小児の発育

　1）　出生時体重は過疎地域と、市街地どでは，統計では

ほとんど差がみられず，その平均値は全国平場に近力）っ

た。低体重児の発生頻度は5、3％と低かった。

　2）身長は小さいものが多く，とくに福岡，鹿児島，

両県の過疎堆に著しかった。

　3）　カウ プ拍数はやせが多く，栄養失調症がL3％（市

街地0．β％）にみられたが，肥満傾向も少数（L3％）に

みちれたわ　　　　　一　　　　　　　一

4．小児の栄養

　1）過疎地の小児は市街地の小児より食欲不振が少

く，食欲旺盛な子が多い。

　2） 1また，過疎地の小児の食事の内容は，肉と脂肪の

使用が少く，卵，魚，大豆製品の使用が多い。

　3）　4カ月における乳児の栄養方法は過疎地で・母乳

31％，混合31弘，人工38％で，』市街地に比べて，母乳が

やや多く，人工が少なかったが，県別にみると差が大き

ぐ∫母乳は鹿児島県で多く（過疎48弘，市街42％）ジ・新

潟県では両地域ともに著しく低い（巧％，』 17％）のが特

徴的であった。　　 　　　　　　　 　　
『

　4〉　断乳の時期は，昼間では1歳未満炉71％，夜間は

1歳或でに58％，1歳代15％で， 2歳以後は少数であっ

た。

　5）　離乳の開始は7方月以後が30％（市街20％〉にも

及んでいて，離乳完了は1歳以後が60％，とくに1歳6

カ月以後が10％にもみられた。これは，市街地にもみら

れた傾向である。即ち，離乳の開始，完了ともに遅いも
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のがに多くみられたということである。

5，小児の生活と世話

　過碑地の子どもの生活には次のような特徴がみられ

る。

　①しつけの方法や内容が市街地と異なり， 排尿便の

しつけなどを開始する時期が遅く，衷た添寝なども遅く

まで行われている。従って，排尿の予告などは市街地よ

り大分遅くなる。

　②育児に関した設備や用品などは乏しい状態にある。

例えば，こども用便器などを備えた家庭は市街地よりず

っと少ない。

　③生活のリズムが自然である。戸外での遊び時間が長

く，室内での遊びは少ない。

　④母親が多忙なため，母子の接触は乏しい。育児の世

詣の多くを祖母の手に頼っていお家庭がまだまだ多い。

　⑤臆衣などについては，過保護と亭・えるほど厚蒲をさ

　　　　　　　　　　　　　　｝せている。

　⑥過疎現象が進むと，近隣に友達がもてなくなる。’

6。　医療保健機関

1）医療
　（1）一般に家庭常備医療贔の保有率は良であった。1

　（2）、過疎地でも医療機関までの距離は近いが私立診療

所が大半を占めている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　（3）年間の利用度では小児が3～5回，母親では2回、

以下が多かったが，これは市街地に馳べて少ない傾向に

あった。

　㈲　急病の発生時には，医師の所へ，自動車で連れて

行くものが大部分を占めており，医師に往診を依頼する

ことは比較的少ない。しかし，市街地に比べると往診依

頼の頻度は約4倍高い。

　2）保健
　（1）1過疎地では乳幼児及ぴ妊婦検診の受診率は，市街

地より高い。

　（2）・出産場所は病院が最も多いが，自宅分娩が19．3％

と市街地の2倍以上に達していて，これはとくに鹿児島

県に多い。母子保健センター（6％）や助産所（4％）

の利用はヌ市街地よりやや多い程度である。

（3） 妊娠中め健康管理は97％が受けているが，過疎地

では医師による管理が53％（市街地67％）と揖く，助産

婦や保健婦による管理が市街地の1，5倍に上る。

7．『’母親の嬰望

1）医療機関

　地区に総合病院や診療所を設置し，救急体制の整備，

とくに小児科医を望む声が強かった。

　2）保健所

　地域住民の生活環境と健康を守るに足る人的，物的条

件の充実と住民との連絡機能の拡大を望んでいる。

　3）母親自身では，過労に陥入ってレ・るものが多〆の

で，休養，栄養，自由時問を求める声と定期的健康診断

を望んでいる0

　4）　育児上の癖えでは，複合家族のために，嫁と姑の

しつけのくい違いが最も深刻な問題であり，また， 小児

の健康増進のための条件（友達がいない，遊ぴ揚がな

い，保育所不足）の改善が望まれている。

8・　小児に対する父母の期待

　工）将来つかせるべき職業は，本人の希望通りが多い

が，分らないとするものが大半であって，こどもに家業

を継がせたいと答えたのは6％にすぎなかった。

　2）今の住居に今後とも住み続けたいと答えたものが

50％（市街地34％）と多く，今の住居が小児の将来に望

ましい環塊にあると答えたものは61％（市街地67％）に

上っている点から考えると，地域に根ざした母子保健の

充実が重要であることを感じさせるものである。

9．長野県に於る母性保健管理

　木村は，長野県下の医療機関に於ける母性保健管理の

調査をした結果，要員のスタッフ数の不足，病院の機能

面に関する問題があることを述べている。

　以上のことから，過疎地域における母子保健には，そ

の家族の問題と・発育と栄養の問題，そして医療保健上

の問題などいろいろあることがクローズ・アップされて

きた。

　1，　これに対する施策としては，・行政上

　1）　救急体制をも含めた基幹病院の整備

　2）　過疎地域に医師がいない場合は，医療施設と基幹

病院との間に工業用のテレビなどの通信網を設置するこ

とを促す必要がある。そういうテレビは基幹病院に運ぶ

必要があるか否かの判別に使いうるであろう。（心電図，

陣痛記録などを映し出して，それらの判定にも使うこと

ができる）

2・過疎地域の母子保健問題は，医療保健の間題だけ

でなく・ 経済・文化・産業などの進行も並行して行われ

るべきであり，地域住民の全体的なレベルアップを計ら

なければならない。さもなければ，医療保健の向上は望

めないであろうと考えられるg
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